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原子力発電所の火山影響評価ガイドの一部改正 

及びその意見募集の実施について（案） 

―分かりやすさの観点からの記載の見直し― 
 

令和元年10月16日 

原 子 力 規 制 庁 

 

１．概要 

令和元年７月３日の第16回原子力規制委員会において、「原子力発電所の火山影響評

価ガイド」（以下「火山ガイド」という。）の記載をより分かりやすくするための見直し

を行うよう指示を受けた。これを受け、火山ガイドの各規定の趣旨及び火山ガイドに基

づく審査実務の考え方を正確に表現し、かつ文章としてより分かりやすいものとなるよ

う、火山ガイドの改正案（別紙）を作成した1。そこで、改正案に対する意見募集を実施

することとしたい。 

 

２．改正案の概要 

（１）「２．原子力発電所に影響を及ぼす火山影響評価の流れ」の記載の改善 

 現行の火山ガイドでは、火山影響評価とその根拠が維持されていることの確認を目

的とした火山活動のモニタリング（以下単に「モニタリング」という。）の流れが随所

に記載されていた。これを改め、「２．本評価ガイドの概要」として新たに記載するこ

とにより、本ガイドの全体の流れを分かりやすくするとともに、本文の記載と「図１ 

本評価ガイドの基本フロー」（参考２）との整合を図った。 

 

（２）火山影響評価の前提の明確化 

 火山ガイドに基づく火山影響評価は、火山事象が発生する時期や規模を正確に予測

できることを前提とするものではなく、現在の火山学の知見に照らして現在の火山の

状態を評価するものであることを解説に明記する等、火山影響評価の前提が明確にな

るよう改正する（解説-3等）。 

 

（３）「４．１ 設計対応不可能な火山事象を伴う火山活動の評価」に係る記載の明

確化 

 「原子力発電所の火山影響評価ガイドにおける『設計対応不可能な火山事象を伴う

火山活動の評価』に関する基本的な考え方について」（平成29年度第69回原子力規制

委員会資料６）（参考１）において示した火山活動の評価の考え方が明確になるよう

                         
1 このような改正案の性質上、経過措置規定に関する問題は生じない。 
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2 

に記載する。 

 

（４）モニタリングの位置付けの明確化 

 現行の火山ガイドでは、火山影響評価の根拠が維持されていることの確認を目的と

した火山活動のモニタリングが火山活動に関する個別評価の一部であると誤解され

る可能性があること等を踏まえ、モニタリングの位置付けが明確になるよう改める

（６．等）。 

 

（５）その他 

 上記のほか、表現や用語の適正化のため所要の改正を行う。 

 

３．意見募集の実施 

別紙に示すガイドの改正案は、行政手続法（平成５年法律第88号）に定める命令等に

該当するものではないが、任意の意見募集を実施することとしたい。 

 

４．今後の予定 

○意見募集の実施 令和元年10月17日（木）から11月15日（金）まで（30日間） 

○原子力規制委員会への結果報告及びガイドの改正 令和元年12月頃 

 

 

＜資料一覧＞ 

別紙  原子力発電所の火山影響評価ガイドの一部改正について 

参考１ 原子力発電所の火山影響評価ガイドにおける「設計対応不可能な火山事象を伴

う火山活動の評価」に関する基本的な考え方について（平成29年度第69回原子

力規制委員会資料６） 

参考２ 原子力発電所の火山影響評価ガイドの一部改正について 図１抜粋 
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改正 令和 年 月 日 原規技発第 号 原子力規制委員会決定 

 

 

  令和 年  月   日 

 

原子力規制委員会 

 

 

   原子力発電所の火山影響評価ガイドの一部改正について 

 

 原子力発電所の火山影響評価ガイドの一部を、別表により改正する。 

 

   附 則 

 この規程は、令和 年  月   日から施行する。 
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 １
．
１
 
一
般
 

原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
「
実
用
発

電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の

位
置
、
構

造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
」
第
６
条
に
お
い
て
、
外
部
か
ら

の
衝
撃
に

よ
る
損
傷
の
防
止
と
し
て
、
安
全
施
設
は
、
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
（
地

震
及
び
津

波
を
除
く
。
）
が
発
生
し
た
場
合

に
お
い
て
も
安
全
機
能
を
損

な
わ
な

い
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
お

り
、
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及

び
そ
の

附
属
施
設

の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
解
釈
」
第
６
条
に

お
い

て
、

敷
地

周
辺

の
自

然
環

境
を

基
に

想
定

さ
れ

る
自

然
現

象
の

一
つ

と
し

て
、
火
山

の
影
響
を
挙
げ
て
い
る
。
 

火
山
の
影
響
評
価
と
し
て
は
、
2
0
09

年
に
日
本
電
気
協
会
が
「
原
子
力
発
電
所

火
山
影
響

評
価
技
術
指
針
」（

J
E
A
G
4
62
5
-
20
0
9）

を
制
定
し
、
2
0
12

年
に

IA
E
A

が
S
a
fe
t
y 

S
t
an
d
a
rd
s 

“
Vo
l
c
a
n
ic
 
H
a
z
ar
d
s 

i
n 

S
it
e 

E
v
al
u
a
ti
o
n 

f
or
 

N
u
c
l
e
ar
 
In
s
t
al
l
a
ti
o
n
s”

(
N
o
.
 
S
S
G
-2
1
)を

策
定
し
た
。
近
年
、
火
山
学
は

基
本
的
記

述
科
学
か
ら
、
以
前
は
不
可
能
で
あ
っ
た
火
山
シ
ス
テ
ム
の
観
察
と
複

雑
な

火
山

プ
ロ

セ
ス

の
数

値
モ

デ
ル

の
使

用
に

依
存

す
る

定
量

的
科

学
へ

と
発

展
し
つ
つ

あ
り
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
基
に
、
原
子
力
発
電
所
へ
の
火
山
影
響
を
適

切
に
評
価

す
る
一
例
を
示
す
た
め
、
本
評
価
ガ
イ
ド
を
作
成
し
た
。
 

 本
評
価
ガ
イ
ド
は
、
新
規
制
基
準
が
求
め
る
火
山
の
影
響
に
よ
り
原
子
炉
施
設

の
安

全
性

を
損

な
う

こ
と

の
な

い
設

計
で

あ
る

こ
と

の
評

価
方

法
の

一
例

で
あ

る
。
ま
た
、
本
評
価
ガ
イ
ド
は
、
火
山
影
響

評
価
の
妥
当
性
を
審
査
官
が
判
断
す

る
際
に
、

参
考
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 １
．
１
 
一
般
 

原
子
力
規
制
委
員
会

の
定
め
る
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の

位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
」
第
６
条
に
お
い
て
、
外
部
か
ら

の
衝
撃
に
よ
る
損
傷
の
防
止
と
し
て
、
安
全
施
設
は
、
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
（
地

震
及
び
津
波
を

除
く
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
も
安
全
機
能
を
損
な

わ
な

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
敷
地
周
辺
の
自
然
環
境
を
基
に
想

定
さ
れ
る
自
然
現
象
の
一
つ
と
し
て
、
火
山
の
影
響
を
挙
げ
て
い
る
。
 

  火
山
の
影
響
評
価
と

し
て
は
、
最
近
で
は
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
安
全

審
査
に
お
い
て
評
価
実
績
が
あ
り
、
2
0
09

年
に
日
本
電
気
協
会
が
「
原
子
力
発
電

所
火
山
影
響
評
価
技
術
指
針
」（

J
EA
G
4
62
5
-
20
0
9）

を
制
定
し
、
2
0
12

年
に

I
A
EA

が
S
a
fe
t
y 

S
ta
n
d
ar
d
s 

“
Vo
l
c
a
n
ic
 
H
a
z
ar
d
s 

i
n 

S
it
e 

E
v
al
u
a
ti
o
n 

f
or
 

N
u
c
l
e
ar
 
I
n
s
ta
l
l
at
i
o
ns
”
(
N
o
. 

S
S
G-
2
1
)を

策
定
し
た
。
近
年
、
火
山
学
は

基
本
的
記
述
科
学
か
ら
、
以
前
は
不
可
能
で
あ
っ
た
火
山
シ
ス
テ
ム
の
観
察
と
複

雑
な

火
山

プ
ロ

セ
ス

の
数

値
モ

デ
ル

の
使

用
に

依
存

す
る

定
量

的
科

学
へ

と
発

展
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
知
見
を
基
に
、
原
子
力
発
電
所
へ
の
火
山
影
響
を
適
切

に
評
価
す
る
一
例
を
示
す
た
め
、
本
評
価
ガ
イ
ド
を
作
成
し
た
。
 

本
評
価
ガ
イ
ド
は
、
新
規
制
基
準
が
求
め
る
火
山
の
影
響
に
よ
り
原
子
炉
施
設

の
安

全
性

を
損

な
う

こ
と

の
な

い
設

計
で

あ
る

こ
と

の
評

価
方

法
の

一
例

で
あ

る
。
ま
た
、
本
評
価
ガ
イ
ド
は
、
火
山
影
響
評
価
の
妥
当
性
を
審
査
官
が
判
断
す

る
際
に
、
参
考
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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（
削
る
。
）
 

    １
．
２
・

１
．
３
 

（
略
）
 

 １
．
４
 
用
語
の
定
義
 

 
本

評
価

ガ
イ

ド
及

び
解

説
に

お
け

る
用

語
の

定
義

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。
 

（
１
）
～

（
４

）
 

（
略
）
 

（
削
る
。
）
 

  （
５
）
 

第
四
紀
及
び
完
新
世
 

第
四

紀
は
地
質
時
代
の
１
つ
で
、
約

2
5
8
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
期
間
。

完
新

世
は

第
四

紀
の

区
分

の
う

ち
で

最
も

新
し

い
も

の
で

あ
り

、
約

1
万

1
,
7
0
0
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
期
間
。
 

（
６
）
 

マ
グ
マ
溜
ま
り
 

マ
グ

マ
で
満
た
さ
れ
た
、
地
下
の
貯
留
層
。
こ
う
し
た
マ
グ
マ
溜
ま
り
で
は

冷
却
に
よ
り
晶
出
し
た
鉱
物
の
分
離
又
は
新
し
い
マ
グ
マ
の
注
入
・
混
合
に
よ

り
マ
グ
マ
組
成
の
変
化
が

生
じ
る
。
 

（
７
）・
（

８
）

 
（
略
）
 

原
子
力
発
電
所
の
運

用
期
間
中
に
火
山
活
動
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
設
計

対
応

不
可

能
な

火
山

事
象

が
原

子
力

発
電

所
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

十
分

小
さ
い
と
評
価
で
き
な
い
場
合
に
は
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
は
不
適
と
考
え
ら

れ
る
。
 

 １
．
２
・
１
．
３
 
（
略
）
 

 １
．
４
 
用
語
の
定
義
 

 
本

評
価

ガ
イ

ド
及

び
解

説
に

お
け

る
用

語
の

定
義

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。
 

（
１
）
～
（
４
）
 
（
略
）
 

（
５
）
 
地
理
的
領
域
 

火
山
影
響
評
価
が
実
施
さ
れ
る
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
領
域
を
指
す
。
原
子

力
発
電
所
か
ら
半
径

16
0
k
m
の
範
囲
の
領
域
と
す
る
。
 

（
６
）
 
第
四
紀
及
び
完
新
世
 

第
四
紀
は
地
質
時
代
の
１
つ
で
、
2
5
8
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
期
間
。
完

新
世
は
第
四
紀
の
区

分
の
う
ち
で
最
も
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
1
万

1
,7
0
0
年

前
か
ら
現
在
ま
で
の

期
間
。
 

（
７
）
 
マ
グ
マ
溜
ま
り
 

マ
グ
マ
で
満
た
さ
れ
た
、
地
下
の
貯
留
層
。
こ
う
し
た
マ
グ
マ
溜
ま
り
で
は

冷
却
に
よ
り
晶
出
し

た
鉱
物
の
分
離
、
若
し
く
は
新
し
い
マ
グ
マ
の
注
入
・
混

合
に
よ
り
マ
グ
マ
組

成
の
変
化
が
普
通
に
起
こ
る
。
 

（
８
）・
（
９
）
 
（
略
）
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（
９
）
 

火
砕
物
密
度
流
 

火
山

噴
火
で
生
じ
た
火
山
ガ
ス
、
火
砕
物
の
混
合
物
が
斜
面
を
流
れ
下
る
現

象
の
総
称
（
す
な
わ
ち
、
火
砕
流
、
火
砕
サ
ー
ジ
及
び
ブ
ラ
ス
ト
）
。
 

（
１
０
）
・
（
１
１
）

 
（
略
）

 

（
１
２
）

 
ブ
ラ
ス
ト
 

溶
岩

ド
ー
ム
、
潜
在
溶
岩
ド
ー
ム
又
は

表
層
熱
水
系
の
突
然
の
減
圧
に
よ
っ

て
生
じ
る
側
方
、
低
角
度
の
成
分
を
持
つ
火
山
性
爆
発
。
ブ
ラ
ス
ト
は
、
相
当

な
速
度
（
～
50
0
 k
m
/
h
）
で
側
方
に
広
が
る
強
い
乱
流
の
火
砕
サ
ー
ジ
と
し
て

通
常
動
く
、
ガ
ス
と
火
山
性
破
片
（
岩

塊
及
び
こ
れ
よ
り
も
小
さ
い
サ
イ
ズ
）

の
希
薄
な
混
合
物
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

が
あ
り
、
こ
れ
に
は
広
範
囲
の
破
壊
を

引
き
起
こ
す
能
力
が
あ
る
。
 

（
１
３
）

 
（
略
）
 

（
１
４
）

 
岩
屑
な
だ
れ
 

山
体

が
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
を
起
こ
し
、
高
速
で
地
表
を
流
走
す
る
現
象
で

あ
る
。
こ
の
現
象
で
生
じ
た
堆
積
物
は
山
麓
を
埋
め
尽
く
し
、
海
域
に
流
入
し

た
場
合
に
は
津
波
を
引
き
起
こ
す
。
国

内
で
は
磐
梯
火
山

1
8
8
8
年
噴
火
、
雲

仙
火
山

1
7
92

年
眉
山
崩
れ
、
北
海
道
駒
ヶ
岳
火
山

16
4
0
年
噴
火
に
伴
う
岩
屑

な
だ
れ
の
災
害
は
特
に
甚
大
で
あ
っ
た
。
海
外
で
は
米
国
セ
ン
ト
ヘ
レ
ン
ズ
火

山
の

1
9
80

年
噴
火
に
伴
う
山
体
崩
壊
が
、
火
山
観
測
中
に
発
生
し
良
く
知
ら

れ
た
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
火
山
活
動
等
で
不
安
定
化
し
た
火
山
体
が
噴
火
や

火
山
性
地
震
を
き
っ
か
け
に
山
体
が
崩

壊
す
る
が
、
御
嶽
山

1
98
4
年
の
伝
上

崩
れ
の
よ
う
に
構
造
性
地
震
で
発
生
す

る
場
合
も
あ
る
。
 

（
１
５
）

 
土
石
流
 

（
１
０
）
 
火
砕
物
密
度
流
 

火
山
噴
火
で
生
じ
た
火
山
ガ
ス
、
火
砕
物
の
混
合
物
が
斜
面
を
流
れ
下
る
現

象
の
総
称
（
す
な
わ

ち
、
火
砕
流
、
サ
ー
ジ
及
び
ブ
ラ
ス
ト
）
。
 

（
１
１
）
・
（
１
２
）
 
（
略
）
 

（
１
３
）
 
ブ
ラ
ス
ト
 

火
山
ド
ー
ム
、
潜

在
溶
岩
ド
ー
ム
、
若
し
く
は
表
層
熱
水
系
の
突
然
の
減
圧

に
よ
っ
て
生
じ
る
側

方
、
低
角
度
の
成
分
を
持
つ
火
山
性
爆
発
。
火
山
ブ
ラ
ス

ト
は
、
相
当
な
速
度
（
～
5
0
0 
k
m
/
h）

で
側
方
に
広
が
る
強
い
乱
流
の
火
砕
サ

ー
ジ
と
し
て
通
常
動

く
、
ガ
ス
と
火
山
性
破
片
（
岩
塊
及
び
こ
れ
よ
り
も
小
さ

い
サ
イ
ズ
）
の
希
薄
な
混
合
物
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
広
範

囲
の
破
壊
を
引
き
起

こ
す
能
力
が
あ
る
。
 

（
１
４
）
 
（
略
）
 

（
１
５
）
 
岩
屑
な
だ
れ
 

山
体
が
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
を
起
こ
し
、
高
速
で
地
表
を
流
走
す
る
現
象
で

あ
る
。
こ
の
現
象
で
生
じ
た
堆
積
物
は
山
麓
を
埋
め
尽
く
し
、
海
域
に
流
入
し

た
場
合
に
は
津
波
を

引
き
起
こ
す
。
国
内
で
は
磐
梯
火
山

1
8
8
8
年
噴
火
、
雲

仙
火
山

1
7
92

眉
山
崩
れ
、
北
海
道
駒
ヶ
岳
火
山

1
6
40

噴
火
に
伴
う
岩
屑
な
だ

れ
の
災
害
は
特
に
甚

大
で
あ
っ
た
。
海
外
で
は
米
国
セ
ン
ト
ヘ
レ
ン
ズ
火
山
の

1
9
8
0
年
噴
火
に

伴
う
山
体
崩
壊
が
、

火
山
観
測
中
に

発
生
し
良
く

知
ら
れ
た

事
例
と
な
っ
て
い
る

。
火
山
活
動
等
で
不
安
定
化
し
た
火
山
体
が
噴
火
や
火
山

性
地
震
を
き
っ
か
け

に
山
体
が
崩
壊
す
る
が
、
御
嶽
山

1
98
4
年
の
伝
上
崩
れ

の
よ
う
に
構
造
性
地

震
で
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。
 

（
１
６
）
 
土
石
流
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火
山

噴
火

で
生

じ
た

岩
屑

と
水

と
の

混
合

物
が

地
表

を
流

れ
る

現
象

の
う

ち
非
粘
着
性
の
も
の
。
流
路
に
あ
る
建
屋
や
樹
木
を
押
し
流
す
ほ
ど
の
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
土
石
流
は
、
水
で
飽
和
し
た
地
滑
り
に
よ

る
岩
塊
か
ら
形
成
さ
れ
る
か
、
豪
雨
や
急

速
な
融
雪
や
火
口
湖
か
ら
の
水
又
は

山
体
系
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
水
が
、
火
山

堆
積
物
を
再
移
動
さ
せ
る
場
合
に
形

成
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
豪
雨
に
よ

る
堆
積
物
の
再
移
動
は
、
噴
火
の
数
年

後
に
起
き
る
こ
と
も
あ
る
。
 

（
１
６
）

～
（
１
８

）
 

（
略
）
 

（
１
９
）

 
火
山
弾
 

火
山

爆
発
時
に
噴
出
さ
れ
る
平
均
直
径
が

6
4
 m
m
を
超
え
る
火
砕
物
（
火
山

岩
の
破
片
）
で
あ
り
、
移
動
中
に
延
性

変
形
が
生
じ
る
ほ
ど
高
温
で
あ
る
。
 

 

（
２
０
）

 
火
山
ガ
ス
 

マ
グ

マ
中
に
含
ま
れ
る
揮
発
成
分
が
噴
気
口
や
火
口
か
ら
噴
き
出
し
、
生
物

や
施
設
に
被
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
高
濃
度
の
火
山
ガ
ス
は
金
属

を
腐
食
さ
せ
る
。
な
お
、
最
近
の
例
で
は
、
三
宅
島

2
00
0
年
の
噴
火
活
動
で

山
頂
火
口
か
ら
大
量
の
火
山
ガ
ス
が
放

出
さ
れ
て
い
る
。
 

（
削
る
。
）
 

   （
２
１
）

～
（
２
５

）
 

（
略
）
 

（
２
６
）

 
熱
水
系
 

岩
屑
と
水
と
の
混
合
物
が
地
表
を
流
れ
る
現
象
の
う
ち
非
粘
着
性
の
も
の
。

流
路

に
あ

る
建

屋
や

樹
木

を
押

し
流

す
ほ

ど
の

大
き

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
伴

う

こ
と
が
多
い
。
土
石
流
は
、
水
で
飽
和
し
た
地
滑
り
に
よ
る
岩
塊
か
ら
形
成
さ

れ
る
か
、
豪
雨
や
急
速
な
融
雪
や
火
口
湖
か
ら
の
水
、
若
し
く
は
山
体
系
か
ら

押
し
出
さ
れ
た
水
が

、
火
山
堆
積
物
を
再
移
動
さ
せ
る
場
合
に
形
成
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
豪
雨
に
よ
る
堆
積
物
の
再
移
動
は
、
噴
火
の
数
年
後
に
起
き
る

こ
と
も
あ
る
。
 

（
１
７
）
～
（
１
９
）
 
（
略
）
 

（
２
０
）
 
火
山
弾
 

火
山
爆
発
時
に
噴
出
さ
れ
る
平
均
直
径
が

6
4
 m
m
を
超
え
る
火
砕
物
（
火
山

岩
の
破
片
）
で
あ
り

、
移
動
中
に
延
性
変
形
が
生
じ
る
ほ
ど
高
温
で
あ
る
。
火

山
灰
及
び
火
山
岩
塊

も
参
照
の
こ
と
。
 

（
２
１
）
 
火
山
ガ
ス
 

マ
グ
マ
中
に
含
ま
れ
る
揮
発
成
分
が
噴
気
口
や
火
口
か
ら
噴
き
出
し
、
生
物

や
施
設
に
被
害
を
与

え
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
高
濃
度
の
火
山
ガ
ス
は
金
属

を
腐
食
さ
せ
る
。
な

お
，
最
近
の
例
で
は
、
三
宅
島
の
山
頂
火
口
か
ら
大
量
の

火
山
ガ
ス
が
放
出
さ

れ
て
い
る
。
 

（
２
２
）
 
火
道
 

火
山
で
マ
グ
マ
が
地
表
に
達
す
る
ま
で
の
通
路
。
火
道
の
形
状
は
平
板
状
の

岩
脈
か
ら
、
円
筒
形
に
近
い
ほ
ぼ
垂
直
の
管
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
複
雑

な
形
状
が
考
え
ら
れ

る
。
地
表
の
火
道
の
開
口
部
は
火
口
で
あ
る
。
 

（
２
３
）
～
（
２
７
）
 
（
略
）
 

（
２
８
）
 
熱
水
系
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火
山

下
部

に
存

在
す

る
マ

グ
マ

溜
ま

り
を

熱
源

と
し

た
高

温
の

岩
体

中
に

形
成
さ
れ
た
熱
水
系
で
、
岩
体
中
の
割

れ
目
、
間
隙
な
ど
を
流
れ
る
。
 

 ２
．
本
評

価
ガ
イ
ド
の
概
要
 

火
山
影
響
評
価
は
、
２
．
１
に
示
す
立
地

評
価
と
影
響
評
価
の
２
段
階
で
行
う
。 

ま
た
、
火
山
影
響
評
価
の
ほ
か
、
評
価
時

か
ら
の
状
態
の
変
化
の
検
知
に
よ
り

評
価
の
根

拠
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
．

２
の
と
お

り
、
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り

観
測

デ
ー

タ
の

有
意

な
変

化
を

把
握

し
た

場
合

の
対

処
方

針
を

策
定

す
る

必
要

が
あ
る
。
 

本
評
価
ガ
イ
ド

の
基
本
フ
ロ
ー
を
図
１
に
示
す
。
 

 

２
．
１
 

原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
す
火
山
影
響
評
価
の
流
れ
 

（
１
）
立

地
評
価
 

ま
ず
、
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山
の
抽
出
を
行
う
。
す
な

わ
ち

、
原

子
力

発
電

所
の

地
理

的
領

域
に

お
い

て
第

四
紀

に
活

動
し

た
火

山

（
以
下
「
第
四
紀
火
山
」
と
い
う
。）

を
抽
出
し
（
図
１
①
）
、
そ
の
中
か
ら
、

完
新
世
に
活
動
が
あ
っ
た
火
山
（
図
１
②
）
及
び
完
新
世
に
活
動
を
行
っ
て
い

な
い
も
の
の
将
来
の
活
動
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
火
山
（
図
１
③
）
は
、
原

子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火

山
と
し
て
４
．
の
個
別
評
価
対
象
と
す

る
(
解
説

-
1
)。

具
体
的
に
は
、
３
．
の
と
お
り
と
す
る
。
 

次
に
、
３
．
で
原
子
力
発
電
所
に
影
響

を
及
ぼ
し
得
る
火
山
と
し
て
抽
出
し

た
火

山
に

つ
い

て
原

子
力

発
電

所
の

運
用

期
間

に
お

け
る

火
山

活
動

に
関

す

火
山

下
部

に
存

在
す

る
マ

グ
マ

溜
り

を
熱

源
と

し
た

高
温

の
岩

体
中

に
形

成
さ
れ
た
熱
水
系
で

、
岩
体
中
の
割
れ
目
、
間
隙
な
ど
を
流
れ
る
。
 

 ２
．
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
す
火
山
影
響
評
価
の
流
れ
 

火
山
影
響
評
価
は
、
図
１
に
従
い
、
立
地
評
価
と
影
響
評
価
の
２
段
階
で
行
う
。 

(
新
設
) 

 

   

  

立
地
評
価
で
は
、
ま

ず
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山
の
抽
出
を

行
い
、
影
響
を
及
ぼ
し

得
る
火
山
が
抽
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
抽
出
さ
れ
た
火
山

の
火
山
活
動
に
関
す
る
個
別
評
価
を
行
う
。
即
ち
、
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事

象
が
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
評
価
を
行
う
。

（
解
説
-
1
）
 

影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
十
分
小
さ
い
と
評
価
さ
れ
た
場
合
は
、
火
山
活
動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
火

山
活

動
の

兆
候

把
握

時
の

対
応

を
適

切
に

行
う

こ
と

を
条

件
と
し
て
、
個
々
の
火
山
事
象
に
対
す
る
影
響
評
価
を
行
う
。
一
方
、
設
計
対
応

不
可

能
な

火
山

事
象

が
原

子
力

発
電

所
運

用
期

間
中

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

が
十
分
小
さ
い
と
評
価
さ
れ
な
い
場
合
は
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
は
不
適
と
考

え
ら
れ
る
。
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る
個
別
評
価
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、
運
用

期
間
中
の
火
山
の
活
動
可
能
性
が
十

分
小
さ

い
と

は
評
価
で
き
ず
（
図
１

④
(
ⅰ
)
）
、
か
つ

、
設
計
対
応

不
可
能
な

火
山

事
象

が
運

用
期

間
中

に
原

子
力

発
電

所
に

到
達

す
る

可
能

性
が

十
分

小

さ
い
と
も
評
価
で
き
な
い
場
合
（
図
１

④
(ⅱ

)
）
は
、
原
子
力
発
電
所
の
運
用

期
間

中
に

お
い

て
設

計
対

応
が

不
可

能
な

火
山

事
象

が
原

子
力

発
電

所
に

影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
十
分
小
さ
い
と

は
い
え
ず
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
は

不
適
と
な
る
(
解
説
-
2、

3
)。

具
体
的
に

は
、
４
．
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
２
）
影

響
評
価
 

４
．
の
個
別
評
価
に
お
い
て
立
地
が
不
適
と
な
ら
な
い
場
合
は
、
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性
に
影
響
を
与
え
る
可
能

性
の
あ
る
火
山
事
象
を
抽
出
し
、
各
火

山
事

象
に

対
す

る
設

計
対

応
及

び
運

転
対

応
の

妥
当

性
に

つ
い

て
評

価
を

行

う
（
図
１

⑤
）
。
 

た
だ

し
、
火
山
事
象
の
う
ち
降
下
火
砕
物
に
関
し
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の

敷
地

及
び

そ
の

周
辺

調
査

か
ら

求
め

ら
れ

る
単

位
面

積
当

た
り

の
質

量
と

同

等
の
火
砕
物
が
降
下
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
敷
地
及
び
敷
地
周
辺
で
確
認

さ
れ
た
降
下
火
砕
物
の
噴
出
源
で
あ
る

火
山
事
象
が
同
定
で
き
、
こ
れ
と
同
様

の
火

山
事

象
が

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
発

生
す

る
可

能
性

が
十

分

に
小
さ
い
場
合
は
考
慮
対
象
か
ら
除
外

す
る
。
 

具
体

的
に
は
、
５
．
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 解
説
-
1．

本
評
価
ガ
イ
ド
に
お
け
る
「
地
理
的
領
域
」
と
は
、
火
山
影
響
評
価
が

実
施
さ
れ
る
原
子
力
発
電
所
周

辺
の
領
域
を
い
い
、
原
子
力
発
電
所
か

ら
半
径

1
6
0k
m
の
範
囲
の
領
域

と
す
る
。
 

       影
響
評
価
で
は
、
個

々
の
火
山
事
象
へ
の
設
計
対
応
及
び
運
転
対
応
の
妥
当
性

に
つ
い
て
評
価
を
行
う
。
 

           （
新
設
）
 

  

11/45



 

9 

解
説
-
2．

IA
E
A
 S
S
G
-2
1
に
お
い
て
、
火
砕

物
密
度
流
、
溶
岩
流
、
岩
屑
な
だ
れ
・

地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
、
新
し
い

火
口
の
開
口
及
び
地
殻
変
動
を
設
計

対
応
が
不
可
能
な
火
山
事
象
と

し
て
お
り
、
本
評
価
ガ
イ
ド
で
も
、
こ

れ
を
適
用
す
る
。
 

解
説

-3
．
「
火
山
活
動
に
関
す
る
個
別
評
価

」
は
、
設
計
対

応
不
可
能
な

火
山
事

象
が

発
生

す
る

時
期

及
び

そ
の

規
模

を
適

確
に

予
測

で
き

る
こ

と
を

前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
火
山
学
の
知
見
に
照
ら
し
て
現

在
の
火
山
の
状
態
を
評
価
す
る

も
の
で
あ
る
。
 

 ２
．
２
 
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
観
測

デ
ー
タ
の
有
意
な
変
化
を
把
握
し
た
場
合
の
対
処
方
針
の
策
定
 

４
．
の
個
別
評
価
に
よ
り
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
お
い
て
設
計
対
応

が
不

可
能

な
火

山
事

象
が

原
子

力
発

電
所

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

が
十

分
小

さ
い
と
評

価
し
た
火
山
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
評
価
と
は
別
に
、
第
四
紀

に
設
計
対

応
不

可
能

な
火

山
事

象
が

原
子

力
発

電
所

の
敷

地
に

到
達

し
た

可
能

性
が

否
定

で
き
な
い

火
山
に
対
し
て
は
、
評
価
時
か
ら
の
状
態
の
変
化
の
検
知
に
よ
り
評
価

の
根
拠
が

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
運
用
期
間

中
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
及

び
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
り

観
測

デ
ー

タ
の

有
意

な
変
化
を

把
握
し
た

場
合
の
対
処
方
針

を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
（
図

１
⑥
）
。

具
体
的
に

は
、
６
．
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 ３
．
原
子

力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山
の
抽
出
 

原
子
力
発
電
所
の
地
理
的
領
域
に
対
し

て
、
文
献
調
査
等
で
第
四
紀
火
山
を
抽

解
説
-
1．

I
AE
A
 S
SG
-
21

で
は
、
火
砕
物
密
度
流
、
溶
岩
流
、
岩
屑
な
だ
れ
・
地

滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
、
新
し
い
火
道
の
開
通
及
び
地
殻
変
動
を
設
計
対

応
が
不
可
能
な
火
山
事
象
と
し
て
お
り
、
本
評
価
ガ
イ
ド
で
も
、
こ
れ

を
適
用
す
る
。
 

（
新
設
）
 

    （
新
設
）
 

           ３
．
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山
の
抽
出
 

原
子
力
発
電
所
の
地

理
的
領
域
に
対
し
て
、
文
献
調
査
等
で
第
四
紀
に
活
動
し
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出
す
る
。
（
解
説

-4
、
5）

 

第
四
紀
火
山
に
つ
い
て
、
3
.1

文
献
調
査
、
3.
2
地
形
・
地
質
調
査
及
び
火
山

学
的
調
査

を
行
い
、
火
山
の
活
動
履
歴
、
噴
火
規
模
及
び
そ
の
影
響
範
囲
等
を
把

握
す
る
。
 

次
に

3.
3
将
来
の
火
山
活
動
可
能
性
の
評
価
を
行
う
。
こ
の
場
合
、
地
域
特
性
、

マ
グ
マ
の

性
質
等
に
よ
り
火
山
活
動
の
特
性
や
規
模
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
個
々

の
火
山
噴

出
物
の
種
類
、
分
布
、
地
形
、
規

模
、
噴
火
タ
イ
プ
、
噴
火
パ
タ
ー
ン
、

活
動
間
隔

等
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
類
似
火
山
の
活
動
を

参
照
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
 

（
削
る
。
）
 

       解
説
-
4．

第
四
紀
火
山
に
関
し
て
は
、
日
本
火
山
学
会
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所

が
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
提

供
し
て

い
る
。

2
00
9
年
に

国
際
地
質

科
学
連

合
（

I
U
GS
）
が
第
四
紀
の
再
定
義
を
行
い
、
我
が
国
も
受
け
入
れ
て
下

限
が
変
更
（
約

18
1
万
年
前
か

ら
約

2
5
8
万
年
前
に
変
更
）
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
定
義
に
従
っ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
る
必
要
が

あ
る
。
 

た
火
山
を
抽
出
す
る
。（

解
説
-
2
、
3）

 

第
四
紀
に
活
動
し
た

火
山
に
つ
い
て
、
3
.
1
文
献
調
査
、
3.
2
地
形
・
地
質
調

査
及
び
火
山
学
的
調
査
を
行
い
、
火
山
の
活
動
履
歴
、
噴
火
規
模
及
び
そ
の
影
響

範
囲
等
を
把
握
す
る
。
 

次
に

3.
3
将
来
の
火

山
活
動
可
能
性
の
評
価
を
行
う
。
こ
の
場
合
、
地
域
特
性
、

マ
グ
マ
の
性
質
等
に
よ
り
火
山
活
動
の
特
性
や
規
模
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
個
々

の
火
山
噴
出
物
の
種
類
、
分
布
、
地
形
、
規
模
、
噴
火
タ
イ
プ
、
噴
火
パ
タ
ー
ン
、

活
動
間
隔
等
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
類
似
火
山
の
活
動
を

参
照
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
 

本
章

で
原

子
力

発
電

所
に

影
響

を
及

ぼ
し

得
る

と
し

て
抽

出
さ

れ
た

火
山

に

つ
い
て
、
4
章
で
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
お
け
る
火
山
活
動
に
関
す
る

個
別
評
価
を
、
5
章
で
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
異
常
を
示
す
兆
候
を
把

握
し
た
時
の
対
応
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

原
子
力
発
電
所
に
影

響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山
が
抽
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
当
該

原
子

力
発

電
所

又
は

そ
の

周
辺

で
観

測
さ

れ
た

降
下

火
砕

物
の

最
大

堆
積

量
を

基
に
、
後
述
す
る

6
.
1
で
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
評
価
す
る
。
 

 解
説
-
2．

第
四
紀
に
活
動
し
た
火
山
に
関
し
て
は
、
日
本
火
山
学
会
、
産
業
技
術

総
合

研
究
所

が
デ
ー
タ
ベ

ー
ス

を
提
供
し
て

い
る
。

2
0
09

年
に

国
際

地
質
科
学
連
合
（
I
U
G
S）

が
第
四
紀
の
再
定
義
を
行
い
、
わ
が
国
も
受

け
入
れ
て
下
限
が
変
更
（
1
81

万
年
前
か
ら

2
58

万
年
に
変
更
）
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
定
義
に
従
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
る
必

要
が
あ
る
。
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解
説
-
5．

第
四
紀
以
前
に
火
山
活
動
が
あ
っ
た
火
山
で
、
第
四
紀
の
活
動
が
認
め

ら
れ
な
い
火
山
は
既
に
そ
の
活

動
を
停
止
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
し

た
が

っ
て
、
第
四
紀
火
山

を
調
査
の
対
象
と
す
る
。
 

 ３
．
１
 
 
文
献
調
査
 

文
献
調
査
で
は
、
地
理
的
領
域
の
火
山

と
そ
の
火
山
活
動
、
噴
出
物
に
関
す
る

既
存
の
文

献
を
集
約
し
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
、
原
子
力
発
電
所

周
辺
の
第

四
紀
火
山
に
つ
い
て
の
概
略
（
火
山
噴
出
物
、
火
山
噴
出
中
心
位
置
、

噴
出
物
種

類
、
活
動
時
期
、
噴
出
物
分
布
等
）
を
把
握
し
、
最
新
の
知
見
も
参
照

の
上
、
地
理
的
領
域
に
お
け
る
火
山
の
存
在
と
分
布
を
決
定
す
る
。
本
調
査
結
果

は
、
地
形

・
地
質
調
査
を
行
う
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
る
。
 

 ３
．
２
 
地
形
・
地
質
調
査
及
び
火
山
学
的
調
査
 

（
１
）
 

（
略
）
 

（
２
）
 

地
質
調
査
 

（
略
）
 

調
査

に
お
い
て
は
、
露
頭
も
し
く
は
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ピ
ッ
ト
掘
削
等
に
よ
り

火
山
噴
出
物
の
試
料
採
取
・
分
析
・
年

代
測
定
等
を
行
い
、
詳
細
な
情
報
の
収

集
・
評
価
を
実
施
す
る
。
（
解
説

-
6
）
 

（
３
）
 

火
山
学
的
調
査
 

地
質

調
査
に
お
い
て
、
火
山
灰
、
火
砕
流
、
溶
岩
流
等
の
火
山
噴
出
物
（
堆

積
物
）
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
火
山
学

的
な
調
査
を
行
う
。
 

原
子

力
発
電
所
周
辺
で
確
認
さ
れ
た
火
山
灰
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
調
査
を

解
説
-
3．

第
四
紀
以
前

に
火
山
活
動
が
あ
っ
た
火
山
で
、
第
四
紀
の
活
動
が
認
め

ら
れ
な
い
火
山
は
既
に
そ
の
活
動
を
停
止
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
従

っ
て
、
第
四
紀
に
活
動
し
た
火
山

を
調
査
の
対
象
と
す
る
。
 

 ３
．
１
 
 
文
献
調
査
 

文
献
調
査
で
は
、
地
理
的
領
域
の
火
山
と
そ
の
現
象
、
噴
出
物
に
関
す
る
既
存

の
文
献
を
集
約
し
、
あ

る
い
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
、
原
子
力
発
電
所
周
辺

の
第
四
紀
火
山
に
つ
い
て
の
概
略
（
火
山
噴
出
物
、
火
山
噴
出
中
心
位
置
、
噴
出

物
種
類
、
活
動
時
期
、
噴
出
物
分
布
等
）
を
把
握
し
、
最
新
の
知
見
も
参
照
の
上
、

地
理
的
領
域
に
お
け
る
火
山
源
の
存
在
と
分
布
を
決
定
す
る
。
本
調
査
結
果
は
、

地
形
・
地
質
調
査
を
行
う
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
る
。
 

 ３
．
２
 
地
形
・
地
質
調
査
及
び
火
山
学
的
調
査
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２
）
 
地
質
調
査
 

（
略
）
 

調
査
に
お
い
て
は
、
露
頭
も
し
く
は
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ピ
ッ
ト
掘
削
等
に
よ
り

火
山
噴
出
物
の
試
料

採
取
・
分
析
・
年
代
測
定
等
を
行
い
、
詳
細
な
情
報
の
収

集
・
評
価
を
実
施
す

る
。
（
解
説
-
4
）
 

（
３
）
 
火
山
学
的
調
査
 

地
質
調
査
に
お
い
て
、
火
山
灰
、
火
砕
流
、
溶
岩
流
等
の
火
山
噴
出
物
（
堆

積
物
）
が
認
め
ら
れ

た
場
合
、
火
山
学
的
な
調
査
を
行
う
。
 

原
子
力
発
電
所
周
辺
で
確
認
さ
れ
た
火
山
灰
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
調
査
を
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行
う
。
 

①
・
②
 
（
略
）
 

原
子

力
発
電
所
近
隣
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
の
あ
る
火
砕
流
、
火
砕
サ
ー

ジ
又
は
ブ
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
発
生
す
る
識
別
可
能
な
各
堆
積
物
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
調
査
を
行
う
。
 

①
 

堆
積
物
の
厚
さ
、
量
、
密
度
及
び
空
間
分
布
 

②
 

重
力
に
よ
っ
て
動
く
か
、
又
は
ブ
ラ

ス
ト
に
よ
っ
て
方
向
付
け
ら
れ
る
流

動
の

方
向

と
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
影

響
を

与
え

た
地

形
的

特
徴

に
関

す
る

デ
ー

タ
（
こ
う
し
た
流
動
が
測
定
可
能
な
堆
積
物
を
残
さ
ず
に
通
過
し
た
可

能
性

の
あ
る
区
域
も
明
ら
か
に
す
る
の
が
よ
い
。
）
 

溶
岩

流
、
火
山
泥
流
、
土
石
流
又
は
岩

屑
な
だ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
識
別
可

能
な
各
堆
積
物
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

調
査
を
行
う
。
 

①
 

（
略
）
 

②
 

堆
積
物
の
推
定
温
度
、
速
度
及
び
動
圧
の
推
定
値
 

③
 

（
略
）
 

 解
説
-
6．

 
（
略
）
 

 ３
．
３
 
将
来
の
火
山
活
動
可
能
性
 

地
理
的
領
域
に
あ
る
第
四
紀
火
山
か
ら
、
上
述
の

3
.
1
及
び

3
.
2
の
調
査
に
よ

り
、
次
の
２
段
階
の
評
価
を
行
い
、
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山

を
抽
出
す

る
。
 

 

行
う
。
 

①
・
②
 
（
略
）
 

原
子
力
発
電
所
近
隣
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
の
あ
る
火
砕
流
、
火
砕
サ
ー

ジ
若

し
く

は
火

山
性

ブ
ラ

ス
ト

に
よ

っ
て

発
生

す
る

識
別

可
能

な
各

堆
積

物

に
つ
い
て
は
、
以
下

の
調
査
を
行
う
。
 

①
 
定
置
物
の
厚
さ

、
量
、
密
度
、
空
間
分
布
 

②
 
重
力
に
よ
っ
て

動
く
か
、
若
し
く
は
火
山
性
ブ
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
方
向
付

け
ら

れ
る

流
動

の
方

向
と

運
動

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

影
響

を
与

え
た

地
形

的
特

徴
に
関
す
る
デ
ー
タ
（
こ
う
し
た
流
動
が
測
定
可
能
な
堆
積
物
を
残
さ
ず
に

通
過
し
た
可
能
性
の
あ
る
区
域
も
明
ら
か
に
す
る
の
が

よ
い
）
 

溶
岩
流
、
火
山
泥

流
、
土
石
流
若
し
く
は
岩
屑
な
だ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
識

別
可
能
な
各
堆
積
物

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
調
査
を
行
う
。
 

①
 
（
略
）
 

②
 
定
置
物
の
推
定

温
度
、
速
度
、
動
圧
の
推
定
値
 

③
 
（
略
）
 

 解
説
-
4．

 
（
略
）
 

 ３
．
３
 
将
来
の
火
山
活
動
可
能
性
 

地
理
的
領
域
に
あ
る

第
四
紀
火
山
か
ら
、
上
述
の

3
.1

及
び

3
.
2
の
調
査
に
よ

り
、
次
の
２
段
階
の
評

価
を
行
い
、
将
来
の
活
動
可
能
性
の
あ
る
火
山
を
抽
出
す

る
。
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（
１
）
完

新
世
に
活
動
を
行
っ
た
火
山
 

完
新

世
に
お
け
る
活
動
の
有
無
を
確
認
す
る
。
完
新
世
に
活
動
を
行
っ
た
火

山
は
、
将
来
の
活
動
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山

と
す
る
。
（
解
説

-7
）
 

 （
２
）
完

新
世
に
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
火
山
 

地
理

的
領
域
に
あ
る
第
四
紀
火
山
の
う
ち
、
完
新
世
に
活
動
を
行
っ
て
い
な

い
火
山
に
つ
い
て
は

3.
1
及
び

3
.
2
の
調
査
結
果
を
基
に
、
当
該
火
山
の
第
四

紀
の
噴
火
時
期
、
噴
火
規
模
、
活
動
の
休

止
期
間
を
示
す
階
段
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
よ
り
古
い
時
期
の
活
動
を

評
価
す
る
。（

解
説
-
8
、
9）

 

作
成

し
た
階
段
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
火
山
活
動
が
終
息
す
る
傾
向
が

顕
著
で
あ
っ
て
、
最
後
の
活
動
終
了
か
ら
の
期
間
が
過
去
の
最
大
休
止
期
間
よ

り
長
い
等
、
将
来
の
活
動
可
能
性
が
十
分
に
小
さ
い
と
判
断
で
き
る
場
合
は
、

火
山
活
動
に
関
す
る

４
．
の
個
別
評
価

の
対
象
と
し
な
い
。
そ
れ
以
外
の
火
山

は
、
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し

得
る
火
山
と
し
て
、
４
．
の
個
別
評
価

対
象
の
火
山
と
す
る
。
 

（
削
る
。
）
 

   解
説
-
7．

気
象
庁
の
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
で
は
、
｢
概
ね

1
万
年
以
内
に
噴
火

し
た

火
山
及
び
現
在

活
発
な
噴
気

活
動
の
あ
る
火

山
｣
を
活
火
山

と
定

（
１
）
完
新
世
に
活
動
を
行
っ
た
火
山
 

完
新
世
に
お
け
る
活
動
の
有
無
を
確
認
す
る
。
完
新
世
に
活
動
を
行
っ
た
火

山
は
、
将
来
の
活
動

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
将
来
活
動
の
可
能
性
の
あ
る
火
山
と
す
る
。

（
解
説
-
5
）
 

 （
２
）
完
新
世
に
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
火
山
 

地
理
的
領
域
に
あ
る
第
四
紀
火
山
の
う
ち
、
完
新
世
に
活
動
を
行
っ
て
い
な

い
火
山
に
つ
い
て
は

3.
1
及
び

3
.
2
の
調
査
結
果
を
基
に
、
当
該
火
山
の
第
四

紀
の
噴
火
時
期
、
噴
火
規
模
、
活
動
の
休
止
期
間
を
示
す
階
段
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
よ
り
古

い
時
期
の
活
動
を
評
価
す
る
。（

解
説
-
6
、
7）

 

検
討
対
象
火
山
の
過
去
の
活
動
を
示
す

階
段
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
火

山
活

動
が

終
息

す
る

傾
向

が
顕

著
で

あ
り

、
最

後
の

活
動

終
了

か
ら

の
期

間

が
、
過
去
の
最
大
休
止
期
間
よ
り
長
い
等
、
将
来
の
活
動
可
能
性
が
無
い
と
判

断
で
き
る
場
合
は
、

火
山
活
動
に
関
す
る
４
章
の
個
別
評
価
対
象
外
と
す
る
。

そ
れ
以
外
の
火
山
は

、
将
来
の
火
山
活
動
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
火
山
と
し

て
、
４
章
の
個
別
評

価
対
象
の
火
山
と
す
る
。（

解
説
-
8）

 

将
来
の
火
山
活
動
可
能
性
は
無
い
と
評
価
さ
れ
た
場
合
、
原
子
力
発
電
所
又

は
そ
の
周
辺
で
観
測

さ
れ
た
降
下
火
砕
物
の
最
大
堆
積
量
を
基
に
、
後
述
す
る

6
.
1
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
評
価
す
る
。
 

 解
説
-
5．

気
象
庁
の
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
で
は
、
｢
概
ね

1
万
年
以
内
に
噴
火

し
た
火

山
及

び
現
在
活

発
な
噴
気
活

動
の
あ
る
火
山

｣
を
活
火
山
と

定
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義
（

20
0
3
年
）
し
て
お
り
、
本
評
価
ガ
イ
ド
で
は
、
こ
れ
ら
を
完
新
世

に
活
動
を
行
っ
た
火
山
と
す
る

。
20
1
7
年

6
月
時
点
で
、
活
火
山
の
数

は
1
1
1
と
な
っ
て
い
る
。
 

解
説
-
8．

I
AE
A 
S
S
G-
2
1
に
お
い
て
、
火
山

系
の
時
間
と
量
の
関
係
又
は
岩
石
学

的
傾

向
を

基
に

評
価

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

と
し

て
い

る
。

例
え

ば
、
時
間
と
量
の
関
係
は
、
更
新

世
初
期
又
は
そ
れ
よ
り
古
い
期
間
に

お
け

る
火

山
活

動
の

明
確

な
衰

弱
傾

向
や

明
白

な
休

止
を

示
す

場
合

が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
は

、
新
た
な
火
山
活
動
の
可
能
性
が
極
め

て
低
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
る
。
 

解
説
-
9．

 
（
略
）

  

 ４
．
原
子

力
発
電
所
の
運
用
期
間
に
お
け
る
火
山
活
動
に
関
す
る
個
別
評
価
 

３
．
で
抽
出
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
に

影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山
（
以
下
「
検

討
対
象
火

山
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て

、
設

計
対
応
が
不
可
能
な
火
山
事

象
が
運

用
期

間
中

に
原

子
力

発
電

所
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
の

評
価

を
行

う
。

こ
の

際
、
検
討
対
象
火
山
の
活
動
を
科
学
的
に
把
握
す
る
観
点
か
ら
、
過
去
の
火
山
活

動
履
歴
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
4.
2
地
球
物
理
学
的
及
び
地
球
化
学
的
調

査
を
行
い
、
現
在
の
火
山
の
活
動
の
状
況
も
併
せ
て
評
価
す
る
こ
と
と
す
る
。
具

体
的
に
は
、
地
球
物
理
学
的
観
点
か
ら
は
、
検
討
対
象
火
山
に
関
連
す
る
マ
グ
マ

溜
ま

り
の

規
模

や
位

置
、

マ
グ

マ
の

供
給

系
に

関
連

す
る

地
下

構
造

等
に

つ
い

て
、
地
球
化
学
的
観
点
か
ら
は
、
検
討
対
象
火
山
の
火
山
噴
出
物
等
に
つ
い
て
分

析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
火
山
の
活
動
状
況
を
把
握
す
る
。
 

 

義
（
20
0
3
年
）
し
て
お
り
、
本
評
価
ガ
イ
ド
で
は
、
こ
れ
ら
を
完
新
世

に
活
動
を
行
っ
た
火
山
と
す
る
。
2
0
1
1
年

6
月
時
点
で
、
活
火
山
の
数

は
1
1
0
と
な
っ
て
い
る
。
 

解
説
-
6．

I
AE
A
 S
SG
-
21

で
は
、
火
山
系
の
時
間
と
量
の
関
係
、
若
し
く
は
岩
石

学
的
傾
向
を
基
に
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
時
間
と

量
の
関
係
は
、
更
新
世
初
期
若
し
く
は
そ
れ
よ
り
古
い
期

間
に

お
け

る
火

山
活

動
の

明
確

な
衰

弱
傾

向
や

明
白

な
休

止
を

示
す

場
合
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
新
た
な
火
山
活
動
の
可
能
性
が

極
め
て
低
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
 

解
説
-
7．

 
（
略
）
  

 ４
．
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
に
お
け
る
火
山
活
動
に
関
す
る
個
別
評
価
 

3
章

で
、
将
来
の
活
動
可
能
性
が
あ
る
と
評
価
し
た
火
山
に
つ
い
て
は
、
原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
お

い
て

設
計

対
応

が
不

可
能

な
火

山
事

象
を

伴
う

火
山
活
動
の
可
能
性
の
評
価
を
行
う
。
こ
の
際
、
検
討
対
象
火
山
の
活
動
を
科
学

的
に
把
握
す
る
観
点
か
ら
、
過
去
の
火
山
活
動
履
歴
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、

4
.
2
地
球
物
理
学
的
及
び
地
球
化
学
的
調
査
を
行
い
、
現
在
の
火
山
の
活
動
の
状

況
も
併
せ
て
評
価
す
る
こ
と
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
地
球
物
理
学
的
観
点
か
ら

は
、
検
討
対
象
火
山
に

関
連
す
る
マ
グ
マ
溜
ま
り
の
規
模
や
位
置
、
マ
グ
マ
の
供

給
系
に
関
連
す
る
地
下
構
造
等
に
つ
い
て
、
地
球
化
学
的
観
点
か
ら
は
、
検
討
対

象
火
山
の
火
山
噴
出
物
等
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
山
の
活
動
状
況

を
把
握
す
る
。
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４
．
１
 
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
を
伴
う
火
山
活
動
の
評
価
 

（
１
）
 
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
 

設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
は
、
表
１
に
示
す
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
の
あ
る
火
山
事
象
の
う
ち
、
2
.火

砕
物
密
度
流
、
3
.
溶
岩
流
、

4
.
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
、
8.
新
し
い
火
口
の
開
口
、
1
1
.地

殻

変
動
の
５
事
象
と
す
る
。
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
に
つ
い
て
は
、
検
討

対
象

火
山

と
原

子
力

発
電

所
間

の
距

離
が

表
１

に
示

す
原

子
力

発
電

所
と

の

位
置
関
係
に
記
載
の
距
離
よ
り
大
き
い
場
合
、
そ
の
火
山
事
象
を
評
価
の
対
象

外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
２
）

 火
山
活
動
の
可
能
性
評
価

 
３
．
の
調
査
結
果
と
必
要
に
応
じ
て
実

施
す
る

4
.
2
地
球
物
理
学
的
及
び
地

球
化
学
的
調
査
の
結
果
を
基
に
、
原
子
力

発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
お
け
る
検

討
対
象
火
山
の
活
動
の
可
能
性
を
総
合

的
に
評
価
す
る
。
検
討
対
象
火
山
の
活

動
の
可
能
性
が
十
分
小
さ
い
と
判
断
で

き
な
い
場
合
は
、「
（
３
）
火
山
活
動
の

規
模
と
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象

の
評
価
」
を
実
施
す
る
。

 
な
お
、
検
討
対
象
火
山
の
活
動
の
可
能
性
の
評
価
に
当
た
り
、
巨
大
噴
火
に

つ
い
て
は
、
発
生
す
れ
ば
広
域
的
な
地
域
に
重
大
か
つ
深
刻
な
災
害
を
引
き
起

こ
す

火
山
活
動
で
あ
る
が
低
頻
度
な
事
象
で
あ
る
こ
と
、
有
史
に
お
い
て
観
測

さ
れ

た
こ

と
が

な
く

噴
火

に
至

る
過

程
が

十
分

に
解

明
さ

れ
て

い
な

い
こ

と

等
を
踏
ま
え
て
評
価
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
火
山

の
現

在
の

活
動

状
況

は
巨

大
噴

火
が

差
し

迫
っ

た
状

態
で

は
な

い
と

評
価

で

き
、
運
用
期
間
中
に
お
け
る
巨
大
噴
火
の
可
能
性
を
示
す
科
学
的
に
合
理
性
の

あ
る

具
体
的
な
根
拠
が
得
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
運
用
期
間
中
に
お
け
る
巨

４
．
１
 
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
を
伴
う
火
山
活
動
の
評
価
 

（
１
）
 
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
 

設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
は
６
章
に
示
す
火
山
事
象
の
内
、
6
.
2
火
砕

物
密
度
流
、
6
.3

溶
岩
流
、
6.
4
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
、
6.
8

新
し
い
火
口
の
開
口
、
6
.1
1
地
殻
変
動
の
５
事
象
と
す
る
。
設
計
対
応
不
可
能

な
火
山
事
象
に
つ
い

て
は
、
検
討
対
象
火
山
と
原
子
力
発
電
所
間
の
距
離
が
表

１
に
示
す
原
子
力
発

電
所
と
の
位
置
関
係
に
記
載
の
距
離
よ
り
大
き
い
場
合
、

そ
の
火
山
事
象
を
評

価
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
２
）
 
火
山
活
動
の
可
能
性
評
価
 

３
章
の
調
査

結
果

と
必

要
に
応

じ
て
実
施

す
る

4.
2
地
球
物

理
学
的
及

び

地
球
化
学
的
調
査
の

結
果
を
基
に
、
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
お
け
る

検
討
対
象
火
山
の
活

動
の
可
能
性
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

  評
価

の
結

果
、

検
討

対
象

火
山

の
活

動
の

可
能

性
が

十
分

小
さ

い
場

合
に

は
、
過
去
の
最
大
規
模
の
噴
火
に
よ
り
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
が
原
子

力
発
電
所
に
到
達
し

た
と
考
え
ら
れ
る
火
山
を
抽
出
し
、
5
章
に
従
い
火
山
活

動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
運
用
期
間
中
に
お
い
て
火
山
活
動
を
継
続
的

に
評
価
す
る
。
 

検
討

対
象

火
山

の
活

動
の

可
能

性
が

十
分

小
さ

い
と

判
断

で
き

な
い

場
合

は
、（

３
）
火
山

活
動

の
規
模
と
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
の
評
価
を
実
施

す
る
。
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大
噴
火
の

可
能
性
は
十
分
に
小
さ
い
と
判
断
で
き
る
（
解
説
-
1
0、

1
1、

12
）。

 

（
３
）
 

火
山
活
動
の
規
模
と
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
の
評
価

 
検
討

対
象
火
山
の
調
査
結
果
か
ら
噴
火
規
模
を
推
定
す
る
。
調
査
結
果
か
ら

噴
火
の
規
模
を
推
定
で
き
な
い
場
合
は
、
検
討
対
象
火
山
の
過
去
最
大
の
噴
火

規
模

と
す
る
。
ま
た
、
過
去
に
巨
大
噴
火
が
発
生
し
た
火
山
に
つ
い
て
は
、
当

該
火
山
の
最
後
の
巨
大
噴
火
以
降
の
最

大
の
噴
火
規
模
と
す
る
。

 
次
に
、
上
記
に
よ
り
設
定
し
た
噴
火
規

模
に
お
け
る
設
計
対
応
不
可
能
な
火

山
事

象
が

原
子

力
発

電
所

に
到

達
す

る
可

能
性

が
十

分
小

さ
い

か
ど

う
か

を

評
価
す
る
。
評
価
で
は
、
検
討
対
象
火
山
の
調
査
か
ら
噴
火
規
模
を
設
定
し
た

場
合
に
は
、
類
似
の
火
山
に
お
け
る
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
の
影
響
範

囲
を
参
考
に
到
達
可
能
性
を
判
断
す
る
。
過
去
最
大
の
噴
火
規
模
か
ら
設
定
し

た
場
合
に
は
、
検
討
対
象
火
山
で
の
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
の
痕
跡
等

か
ら

影
響
範
囲
を
定
め
、
到
達
可
能
性
を
判
断
す
る
。
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
っ

て
も
影
響
範
囲
を
判
断
で
き
な
い
場
合

に
は
、
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象

の
国
内
既
往
最
大
到
達
距
離
を

影
響
範
囲
と
し
て
到
達
可
能
性
を
判
断
す
る
。

 
設

計
対

応
不

可
能

な
火

山
事

象
が

原
子

力
発

電
所

に
到

達
す

る
可

能
性

が

十
分
小
さ
い
と
評
価
で
き
な
い
場
合
は
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
は
不
適

と
な

る
。

 
     

 

（
３
）
 
火
山
活
動
の
規
模
と
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
の
評
価
 

検
討
対
象
火
山
の
調
査
結
果
か
ら
噴
火
規
模
を
推
定
す
る
。
調
査
結
果
か
ら

噴
火
の
規
模
を
推
定

で
き
な
い
場
合
は
、
検
討
対
象
火
山
の
過
去
最
大
の
噴
火

規
模
と
す
る
。
 

 

次
に

設
定

し
た

噴
火

規
模

に
お

け
る

設
計

対
応

不
可

能
な

火
山

事
象

が
原

子
力
発
電
所
に
到
達

す
る
可
能
性
が
十
分
小
さ
い
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
。
評

価
で
は
、
検
討
対
象
火
山
の
調
査
か
ら
噴
火
規
模
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
類

似
の

火
山

に
お

け
る

設
計

対
応

不
可

能
な

火
山

事
象

の
影

響
範

囲
を

参
考

に

判
断
す
る
。
過
去
最
大
の
噴
火
規
模
か
ら
設
定
し
た
場
合
に
は
、
検
討
対
象
火

山
で

の
設

計
対

応
不

可
能

な
火

山
事

象
の

痕
跡

等
か

ら
影

響
範

囲
を

判
断

す

る
。
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
も
影
響
範
囲
を
判
断
で
き
な
い
場
合
に
は
、
設

計
対

応
不

可
能

な
火

山
事

象
の

国
内

既
往

最
大

到
達

距
離

を
影

響
範

囲
と

す

る
。
 

設
計

対
応

不
可

能
な

火
山

事
象

が
原

子
力

発
電

所
に

到
達

す
る

可
能

性
が

十
分
小
さ
い
と
評
価

で
き
な
い
場
合
は
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
は
不
適
と
考

え
ら
れ
る
。
十
分
小
さ
い
と
評
価
で
き
る
場
合
に
は
、
過
去
の
最
大
規
模
の
噴

火
に

よ
り

設
計

対
応

不
可

能
な

火
山

事
象

が
原

子
力

発
電

所
に

到
達

し
た

と

考
え
ら
れ
る
火
山
に

つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
象
と
し
、
5
章
に
従
い
火

山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し
、
運
用
期
間
中
に
火
山
活
動
の
継
続
的
な

評
価
を
行
う
。
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解
説
-
10
.
本
評
価
ガ
イ
ド
に
お
け
る
「
巨
大
噴
火
」
と
は
、
地
下
の
マ
グ
マ
が
一

気
に
地
上
に
噴
出
し
、
大
量
の

火
砕
流
と
な
る
よ
う
な
噴
火
で
あ
り
、

そ
の
規
模
と
し
て
噴
出
物
の
量
が
数
１
０
ｋ
ｍ
³
程
度
を
超
え
る
よ
う

な
も
の
を
い
う
。
 

解
説
-
11
.「

巨
大
噴
火
が
差
し
迫
っ
た
状
態
で
は
な
い
」
こ
と
の
評
価
に
当
た
っ

て
は
、
現
在
の
火
山
学
の
知
見

に
照
ら
し
た
調
査
を
尽
く
し
た
上
で
、

検
討
対
象
火
山
に
お
け
る
巨
大

噴
火
の
活
動
間
隔
、
最
後
の
巨
大
噴
火

か
ら
の
経
過
時
間
、
現
在
の
マ

グ
マ
溜
ま
り
の
状
況
、
地
殻
変
動
の
観

測
デ
ー
タ
等
か
ら
総
合
的
に
評

価
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

解
説

-
1
2
.
運

用
期

間
中

に
お

け
る

巨
大

噴
火

の
可

能
性

が
十

分
に

小
さ

い
と

判

断
で
き
な
い
場
合
は
、
設
計
対
応

不
可
能
な
火
山
事
象
が
原
子
力
発
電

所
に

到
達

す
る

可
能

性
が

十
分

小
さ

い
と

は
い

え
な

い
こ

と
が

明
ら

か
で
あ
る
た
め
、
原
子
力
発
電

所
の
立
地
は
不
適
と
な
る
。
 

 
４
．
２
 
地
球
物
理
学
的
及
び
地
球
化
学
的
調
査
 

地
球
物
理
学
的
調
査
で
は
、
地
震
波
速

度
構
造
、
重
力
構
造
、
比
抵
抗
構
造
、

地
震
活
動

及
び
地
殻
変
動
に
関
す
る
検
討
を
実
施
し
、
マ
グ
マ
溜
ま
り
の
規
模
や

位
置
、
マ

グ
マ
の
供
給
系
に
関
係
す
る
地

下
構
造
等
に
つ
い
て
調
査
す

る
。
（
解

説
-
1
3、

1
4、

1
5、

1
6、

1
7）

 

（
略
）
 

 解
説
-
13
.
～
1
6
. 

（
略
）
 

解
説
-
17
.
地
殻
変
動
 

（
新
設
）
 

   

（
新
設
）
 

    

（
新
設
）
 

 

   ４
．
２
 
地
球
物
理
学
的
及
び
地
球
化
学
的
調
査
 

地
球
物
理
学
的
調
査

で
は
、
地
震
波
速
度
構
造
、
重
力
構
造
、
比
抵
抗
構
造
、

地
震
活
動
及
び
地
殻
変
動
に
関
す
る
検
討
を
実
施
し
、
マ
グ
マ
溜
ま
り
の
規
模
や

位
置
、
マ
グ
マ

の
供
給

系
に
関
係
す
る
地
下

構
造
等
に
つ
い
て
調
査
す
る

。
（
解

説
-
8
、
9
、
10
、
11
、
12
）
 

（
略
）
 

 解
説
-
8．

～
1
1
. 

（
略
）
 

解
説
-
12
.
地
殻
変
動
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Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
(
Ｇ
ｌ
ｏ

ｂ
ａ
ｌ

 
Ｎ
ａ
ｖ

ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
 
Ｓ
ａ
ｔ
ｅ

ｌ

ｌ
ｉ
ｔ
ｅ

 Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
：
全

地
球
測
位
衛
星
シ
ス
テ
ム
)測

量
等
に

よ
り

求
め
る
火
山
活
動
に
伴
う

地
殻
の
変
形
現
象
 

 ６
．
火
山
影
響
評
価
の
根
拠
が
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
確
認
を
目
的
と
し
た
火

山
活
動
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

４
．
の
個
別
評
価
に
よ
り
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
お
い
て
設
計
対
応

が
不

可
能

な
火

山
事

象
が

原
子

力
発

電
所

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

が
十

分
小

さ
い
と
評

価
し
た
火
山
で
あ
っ
て
も
、
こ

の
評
価
と
は
別
に
、
6.
1
の
監
視
対
象

火
山
に
対

し
て
、
評
価
時
か
ら
の
状
態
の
変

化
の
検
知
に
よ
り
評
価
の
根
拠
が
維

持
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
運
用
期
間
中
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
観
測
デ
ー
タ
の
有
意
な
変

化
を
把
握

し
た
場
合
に
は
、
状
況
に
応
じ
た

判
断
・
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

 ６
．
１
 
監
視
対
象
火
山
 

第
四

紀
に

設
計

対
応

不
可

能
な

火
山

事
象

が
原

子
力

発
電

所
の

敷
地

に
到

達

し
た
可
能

性
が
否
定
で
き
な
い
火
山
を
監
視
対
象
火
山
と
す
る
。
 

 ６
．
２
 
監
視
項
目
 

火
山

活
動

の
監

視
項

目
と

し
て

は
一

般
的

に
次

の
よ

う
な

項
目

が
挙

げ
ら

れ

る
。
 

・
地
震
活
動
の
観
測
（
火
山
性
地
震
の

観
測
）
 

・
地
殻
変
動
の
観
測
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
等
を

利
用
し
地
殻
変
動
を
観
測
）
 

Ｇ
Ｐ

Ｓ
測

量
等

に
よ

り
も

と
め

る
火

山
活

動
に

伴
う

地
殻

の
変

形
現

象
 

  ５
．
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

 個
別

評
価

に
よ

り
運

用
期

間
中

の
火

山
活

動
の

可
能

性
が

十
分

小
さ

い
と

評

価
し
た
火
山
で
あ
っ
て
も
、
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
が
発
電
所
に
到
達
し

た
と
考
え
ら
れ
る
火
山
に
対
し
て
は
、
噴
火
可
能
性
が
十
分
小
さ
い
こ
と
を
継
続

的
に
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
運
用
期
間
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。
噴

火
可
能
性
に
つ
な
が
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
が
観
測
さ
れ
た
場
合
に
は
、
必
要
な

判
断
・
対
応
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
 

  ５
．
１
 
監
視
対
象
火
山
 

過
去

の
最

大
規

模
の

噴
火

に
よ

り
設

計
対

応
不

可
能

な
火

山
事

象
が

原
子

力

発
電
所
に
到
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
火
山
を
監
視
対
象
火
山
と
す
る
。
 

 ５
．
２
 
監
視
項
目
 

火
山

活
動

の
監

視
項

目
と

し
て

は
一

般
的

に
次

の
よ

う
な

項
目

が
挙

げ
ら

れ

る
。
 

・
地
震
活
動
の
観
測
（
火
山
性
地
震
の
観
測
）
 

・
地
殻
変
動
の
観
測
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を
利
用
し
地
殻
変
動
を
観
測
）
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・
火
山
ガ
ス
の
観
測
（
放
出
さ
れ
る
二
酸
化
硫
黄
や
二
酸
化
炭
素
量
な
ど
の
観

測
）
 

事
業
者
は
、
自
ら
、
適
切
な
方
法
に
よ

り
地
震
活
動
、
地
殻
変
動
及
び
火
山
ガ

ス
状
況
等

を
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
な

お
、
公
的
機
関
に
よ
る
火
山
活
動
の
観

測
結
果
は

、
本
評
価
ガ
イ
ド
に
お
け
る
監
視
と
は
目
的
が
異
な
る
も
の
も
含
め
、

参
考
と
な

る
場
合
に
活
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。（

解
説
-
3
4）

 

 解
説
-
34
.
2
01
7
年

6
月
時
点
で
、
気
象
庁

に
よ
り

1
1
1
の
活
火
山
が
指
定
さ
れ
、

こ
の
う
ち

5
0
の
火
山
に
つ
い
て

観
測
体
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
他
の
火
山
も
含
め
て
現

地
に
出
向
い
て
計
画
的
に
調
査
観
測

を
行
っ
て
お
り
、
火
山
活
動
の

高
ま
り
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
観
測

態
勢
を
強
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
気
象
庁
を
事
務
局
と
し
て
、
火
山

噴
火
予
知
連
絡
会
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
全
国
の
火
山
活
動
に
つ
い
て

総
合
的
に
検
討
を
行
う
他
、
火

山
噴
火
な
ど
の
異
常
時
に
は
、
臨
時
に

幹
事
会
や
連
絡
会
を
開
催
し
、
火
山
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な

場
合

は
統

一
見

解
を

発
表

す
る

な
ど

し
て

防
災

対
応

に
資

す
る

活
動

を
行
っ
て
い
る
。
 

 ６
．
３
 
定
期
的
評
価
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

を
定

期
的

に
評

価
し

、
当

該
火

山
の

活
動

状
況

を
把

握

し
、
状
況

に
有
意
な
変
化

が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る

。
（
必
要
に
応

じ
て
、
地

球
物
理
学
及
び
地
球
化
学
的
調
査
を
実
施
す
る
。）

 

そ
の
際
、
火
山
活
動
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
評
価
は
、
第
三
者
（
火
山

・
火

山
ガ

ス
の

観
測

（
放

出
さ

れ
る

二
酸

化
硫

黄
や

二
酸

化
炭

素
量

な
ど

の
観

測
）
 

地
震
活
動
、
地
殻
変

動
及
び
火
山
ガ
ス
状
況
等
を
適
切
な
方
法
に
よ
り
監
視
す

る
こ
と
。
監
視
は
事
業

者
自
ら
実
施
す
る
も
の
と
す
る
が
、
公
的
機
関
が
火
山
活

動
を
監
視
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
活
用
し
て

も
よ
い
。
（
解
説
-1
3
）
 

 解
説
-
13
.
現
在
、
気
象
庁
に
よ
り

11
0
の
活
火
山
が
指
定
さ
れ
、
こ
の
う
ち

4
7

の
火
山
に
つ
い
て
観
測
体
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の

火
山

も
含

め
て

現
地

に
出

向
い

て
計

画
的

に
調

査
観

測
を

行
っ

て
お

り
、
火
山
活

動
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
観
測
態
勢
を
強
化

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
気
象
庁
を
事
務
局
と
し
て
、
火
山
噴
火
予
知
連

絡
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の
火
山
活
動
に
つ
い
て
総
合
的
に
検

討
を
行
う
他
、
火
山
噴
火
な
ど
の
異
常
時
に
は
、
臨
時
に
幹
事
会
や
連

絡
会
を
開
催
し
、
火
山
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
場
合
は
統
一

見
解

を
発

表
す

る
な

ど
し

て
防

災
対

応
に

資
す

る
活

動
を

行
っ

て
い

る
。
 

 ５
．
３
 
定
期
的
評
価
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

を
定

期
的

に
評

価
し

、
当

該
火

山
の

活
動

状
況

を
把

握

し
、
状
況
に
変

化
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
。
（
必
要
に
応
じ
て
、
地

球
物

理
学
及
び
地
球
化
学
的
調
査
を
実
施
す
る
。
）
 

そ
の
際
、
火
山
活
動
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
評
価
は
、
第
三
者
（
火
山
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専
門
家
等

）
の
助
言
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
 

ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
観
測
デ
ー
タ
の
有
意
な
変
化
を
把
握
し
た
場
合

の
対
処
方

針
を
検
討
す
る
た
め
、
火
山
専

門
家
の
み
な
ら
ず
、
原
子
力
や
そ
の
関

連
技
術
者

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
透
明
・
公
平
性
の
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
評

価
を
行
う

仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
関
係
機
関
等
に
情
報
を
提

供
し
共
有

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 ６
．
４
 
観
測
デ
ー
タ
の

有
意
な
変
化
を
把
握
し
た

場
合
の
対
処
 

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
よ
り
観
測
デ
ー
タ
の
有
意
な

変
化
を
把

握
し
た
場
合
の
対
処
方
針
等
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
。
 

（
１
）
対
処
を
講
じ
る
た
め
に
把
握
す

べ
き
観
測
デ
ー
タ
の
有
意
な
変
化
と
、

そ
れ

を
把
握
し
た
場
合
に
対
処
を
講
じ
る
た
め
の
判
断
条
件
 

（
２
）
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
観
測
デ
ー
タ
の
有
意

な
変
化
に
基
づ
き
、
火
山
活
動
の

監
視
を
実
施
す
る
公
的
機
関
の
火
山

の
活
動
情
報
を
参
考
に
し
て
対

処
を
実
施
す
る
方
針
 

（
３
）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
観
測
デ
ー
タ
の
有
意
な
変
化

を
把
握
し
た
場
合

の
対
処
と
し
て
、
原
子
炉
の
停

止
、
適
切
な
核
燃
料
の
搬
出
等
が
実
施

さ
れ
る
方
針
 

 ５
．
個
別

評
価
の
結
果
を
受
け
た
原
子
力
発
電
所
へ
の
火
山
事
象
の
影
響
評
価
 

４
．
１
に
お
い
て
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山

事
象

が
原

子
力

発
電

所
の

安
全

性
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

十
分

小
さ

い
と

専
門
家
等
）
の
助
言
を
得
る
方
針
と
す
る
。
 

事
業
者
が
実
施
す
べ

き
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
原
子
炉
の
運
転
停
止
、
核
燃
料
の

搬
出
等
を
行
う
た
め
の
監
視
で
あ
り
、
火
山
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、
原
子
力
や
そ

の
関
連
技
術
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
透
明
・
公
平
性
の
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

の
評
価
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
 

ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
関
係
機
関
等
に
情
報
を
提

供
し
共
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 ５
．
４
 
火
山
活
動
の
兆
候
を
把
握
し
た
場
合
の
対
処
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ

り
、
火
山
活
動
の
兆
候
を
把
握
し
た
場
合
の
対
処
方
針
等

を
定
め
る
こ
と
。
 

（
１
）
対
処
を
講
じ
る
た
め
に
把
握
す
べ
き
火
山
活
動
の
兆
候
と
、
そ
の
兆
候

を
把
握
し
た
場
合
に
対
処
を
講
じ
る
た
め
の
判
断
条
件
 

（
２
）
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
兆
候
に
基
づ
き
、
火

山
活

動
の

監
視

を
実

施
す

る
公

的
機

関
の

火
山

の
活

動
情

報
を

参
考

に
し
て
対
処
を
実
施
す
る
方
針
 

（
３
）
火
山
活
動
の
兆
候
を
把
握
し
た
場
合
の
対
処
と
し
て
、
原
子
炉
の
停
止
、

適
切
な
核
燃
料
の
搬
出
等
が
実
施
さ
れ
る
方
針
 

  ６
．
原
子
力
発
電
所
へ
の
火
山
事
象
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
お

い
て

設
計

対
応

不
可

能
な

火
山

事
象

に

よ
っ

て
原

子
力

発
電

所
の

安
全

性
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

十
分

小
さ

い
と
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評
価
さ
れ

た
火
山
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
噴
火
し
た
場
合
に
原
子
力
発
電
所
の
安
全

性
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
火
山
事
象
を
表
１
に
従
い
抽
出
し
、
各
火
山

事
象
に
対

す
る
設
計
対
応
及
び
運
転
対
応
の
妥
当
性
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
。
 

た
だ
し
、
降
下
火
砕
物
に
関
し
て
は
、
原

子
力
発
電
所
の
敷
地
及
び
そ
の
周
辺

調
査

か
ら

求
め

ら
れ

る
単

位
面

積
当

た
り

の
質

量
と

同
等

の
火

砕
物

が
降

下
す

る
も
の
と

す
る
。
な
お
、
敷
地
及
び
敷
地
周
辺
で
確
認
さ
れ
た
降
下
火
砕
物
の
噴

出
源
で
あ

る
火
山
事
象
が
同
定
で
き
、
こ
れ
と
同
様
の
火
山
事
象
が
原
子
力
発
電

所
の

運
用

期
間

中
に

発
生

す
る

可
能

性
が

十
分

に
小

さ
い

場
合

は
考

慮
対

象
か

ら
除
外
す

る
。
 

ま
た
、
降
下
火
砕
物
は
浸
食
等
で
厚
さ
が
小
さ
く
見
積
も
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
の
で
、
文
献
等
も
参
考
に
し
て
、
第
四
紀
火
山
の
噴
火
に
よ
る
降
下
火
砕
物
の

堆
積
量
を

評
価
す
る
こ
と
。（

解
説
-
18
）
 

抽
出
さ
れ
た
火
山
事
象
に
対
し
て
、
4
章

及
び

5
章
の
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え

て
、
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
を
行
う
た
め
の
、
各
事
象
の
特
性
と
規
模
を

設
定
す
る

。（
解
説
-
1
9）

 

以
下
に
、
各
火
山
事
象
の
影
響
評
価
の

方
法
を
示
す
。

 
 解
説
-
18
.
・
1
9
. 

（
略
）
 

 ５
．
１
 

降
下
火
砕
物
 

（
１
）
 

（
略
）
 

（
２
）
 

降
下
火
砕
物
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

降
下

火
砕
物
の
影
響
評
価
で
は
、
降
下
火
砕
物
の
降
灰
量
、
堆
積
速
度
、
堆

評
価
さ
れ
た
火
山
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
噴
火
し
た
場
合
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全

性
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
火
山
事
象
を
表
１
に
従
い
抽
出
し
、
そ
の
影

響
評
価
を
行
う
。
 

た
だ
し
、
降
下
火
砕
物
に
関
し
て
は
、
火
山
抽
出
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、
原

子
力

発
電

所
の

敷
地

及
び

そ
の

周
辺

調
査

か
ら

求
め

ら
れ

る
単

位
面

積
あ

た
り

の
質
量
と
同
等
の
火
砕
物
が
降
下
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
敷
地
及
び
敷
地
周

辺
で
確
認
さ
れ
た
降
下
火
砕
物
で
、
噴
出
源
が
同
定
で
き
、
そ
の
噴
出
源
が
将
来

噴
火
す
る
可
能
性
が
否
定
で
き
る

場
合
は
考
慮
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
 

 ま
た
、
降
下
火
砕
物

は
浸
食
等
で
厚
さ
が
低
く
見
積
も
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

の
で
、
文
献
等
も
参
考

に
し
て
、
第
四
紀
火
山
の
噴
火
に
よ
る
降
下
火
砕
物
の
堆

積
量
を
評
価
す
る
こ
と
。
（
解
説
-
1
4）

 

抽
出
さ
れ
た
火
山
事

象
に
対
し
て
、
4
章
及
び

5
章
の
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え

て
、
原
子
力
発
電
所
へ

の
影
響
評
価
を
行
う
た
め
の
、
各
事
象
の
特
性
と
規
模
を

設
定
す
る
。（

解
説
-
1
5）

 

以
下
に
、
各
火
山
事

象
の
影
響
評
価
の
方
法
を
示
す
。

 
 解
説
-
14
.
・
1
5
. 

（
略
）
 

 ６
．
１
 
降
下
火
砕
物
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２
）
 
降
下
火
砕
物
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

降
下
火
砕
物
の
影
響
評
価
で
は
、
降
下
火
砕
物
の
降
灰
量
、
堆
積
速
度
、
堆
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積
期
間
及
び
火
山
灰
等
の
特
性
な
ど
の

設
定
、
並
び
に
降
雨
等
の
同
時
期
に
想

定
さ
れ
る
気
象
条
件
が
火
山
灰
等
特
性

に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
、
そ
れ
ら
の

原
子
炉
施
設
又
は
そ
の
附
属
設
備
へ
の

影
響
を
評
価
し
、
必
要
な
場
合
に
は
対

策
が

と
ら

れ
、

求
め

ら
れ

て
い

る
安

全
機

能
が

担
保

さ
れ

る
こ

と
を

評
価

す

る
。
（
解

説
-2
0
、
2
2
）
 

（
３
）
 

確
認
事
項
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
の
確
認
事
項
 

①
・

②
 

（
略
）
 

③
 

外
気
取
入
口
か
ら
の
火
山
灰
の
侵
入
に
よ
り
、
換
気
空
調
系
統
の
フ
ィ

ル
タ

の
目

詰
ま

り
、

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

損
傷

等
に

よ
る

系

統
・
機
器
の
機
能
喪
失
が
な
く
、
加

え
て
中
央
制
御
室
に
お
け
る
居
住
環

境
を
維
持
す
る
こ
と
。（

解
説
-
2
1
）
 

④
 

（
略
）
 

(
b
)
 
間
接
的
影
響
の
確
認
事
項
 
（
略
）
 

 解
説
-
20
.
～
2
2
. 

（
略
）
 

 ５
．
２
 
火
砕
物
密
度
流
 

（
１
）
 

火
砕
物
密
度
流
の
影
響
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
 

火
砕
物
密
度
流
は
、
火
砕
流
、
火
砕
サ
ー
ジ
及
び
ブ
ラ
ス
ト
の
総
称
で
、

高
速

で
移
動
し
、
通
常
は
高
温
（
例
え
ば
、
30
0
°
C
超
）
で
あ
る
た
め
、
そ

の
流

路
の
建
物
等
に
及
ぼ
す
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。
ま
た
、
影
響
の
範
囲
が

積
期
間
及
び
火
山
灰

等
の
特
性
な
ど
の
設
定
、
並
び
に
降
雨
等
の
同
時
期
に
想

定
さ
れ
る
気
象
条
件

が
火
山
灰
等
特
性
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
、
そ
れ
ら
の

原
子
炉
施
設
又
は
そ

の
附
属
設
備
へ
の
影
響
を
評
価
し
、
必
要
な
場
合
に
は
対

策
が

と
ら

れ
、

求
め

ら
れ

て
い

る
安

全
機

能
が

担
保

さ
れ

る
こ

と
を

評
価

す

る
。
（
解
説
-1
6
、
1
8
）
 

（
３
）
 
確
認
事
項
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
の

確
認
事
項
 

①
・
②
 
（
略
）
 

③
 
外
気
取
入
口
か
ら
の
火
山
灰
の
侵
入
に
よ
り
、
換
気
空
調
系
統
の
フ
ィ

ル
タ

の
目

詰
ま

り
、

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

損
傷

等
に

よ
る

系

統
・
機
器
の
機
能
喪
失
が
な
く
、
加
え
て
中
央
制
御
室
に
お
け
る
居
住
環

境
を
維
持
す
る

こ
と
。（

解
説
-
1
7
）
 

④
 
（
略
）
 

(
b
)
 
間
接
的
影
響
の

確
認
事
項
 
（
略
）
 

 解
説
-
16
.
～
1
8
. 

（
略
）
 

 ６
．
２
 
火
砕
物
密
度
流
 

（
１
）
 
火
砕
物
密
度
流
の
影
響
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
 

火
砕
物
密
度
流

は
、
火
砕
流
、
サ
ー
ジ
及
び
ブ
ラ
ス
ト
の
総
称
で
、
高
速

で
移
動
し
、
通
常
は
高
温
（
例
え
ば
、
3
0
0°

C
超
）
で
あ
る
た
め
、
そ
の
流

路
の
建
物
等
に
及
ぼ
す
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。
ま
た
、
影
響
の
範
囲
が
広
く
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広
く

地
形
に
よ
っ
て
抑
制
で
き
る
程
度
が
低
く
、
通
常
は
ほ
と
ん
ど
の
地
形

的
障

害
物
を
乗
り
越
え
る
。
さ
ら
に
、
状
況
に
よ
っ
て
は
地
形
的
障
害
物
を

乗
り

越
え
、
大
き
な
水
域
を
横
断
し
て
流
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ

の
よ

う
な

火
砕

物
密

度
流

の
直

接
的

影
響

は
設

計
対

応
が

不
可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
は
不
適
と
考
え
ら
れ
る
。
 

(
b
)
 
間
接
的
影
響
 

前
述
の
よ
う
に
、
火
砕
物
密
度
流
の
影
響
は
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、

原
子

力
発
電
所
周
辺
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
中
に
は
、

広
範

囲
な

送
電

網
の

損
傷

に
よ

る
長

期
の

外
部

電
源

喪
失

や
原

子
力

発
電

所
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
制
限
が
発
生
し
う
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 

（
２
）
 

火
砕
物
密
度
流
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
火
砕
物
密
度
流
の
評
価
で
は
、

対
象
火
山
の
火
砕
物
密
度
流
の
規
模
、

堆
積
物
量
な
ど
の
観
点
か
ら
原
子
力
発

電
所
へ
の
影
響
を
示
し
、
設
計
対
応
の

可
否
を
評
価
す
る
。
（
解
説

-2
3
）
 

（
３
）
 

(略
) 

 解
説
-
23
.
I
AE
A 
S
S
G-
2
1
に
お
い
て
、
火
砕

物
密
度
流
か
ら
の
影
響
は
、
設
計
及

び
運
転
に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て

緩
和
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
 

 ５
．
３
 
溶
岩
流
 

（
１
）
 

（
略
）
 

地
形
に
よ
っ
て
抑
制
で
き
る
程
度
が
低
く
、
通
常
は
ほ
と
ん
ど
の
地
形
的
障

害
物
を
乗
り
越
え
る
。
さ
ら
に
、
状
況
に
よ
っ
て
は
地
形
的
障
害
物
を
乗
り

越
え
、
大
き
な
水

域
を
横
断
し
て
流
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な

火
砕

物
密

度
流

の
直

接
的

影
響

は
設

計
対

応
が

不
可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
は
不
適
と
考
え
ら
れ
る
。
 

(
b
)
 
間
接
的
影
響
 

前
述
の
よ
う
に
、
火
砕
流
・
火
砕
サ
ー
ジ

の
影
響
は
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と

か
ら
、
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
中

に
は
、
広
範
囲
な
送
電
網
の
損
傷
に
よ
る
長
期
の
外
部
電
源
喪
失
や
原
子
力

発
電

所
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

制
限

が
発

生
し

う
る

こ
と

も
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る
。
 

（
２
）
 
火
砕
物
密
度
流
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
火
砕
物
密
度

流
の
評
価
で
は
、
対
象
火
山
の
火
砕
物
密
度
流
の
規
模
、

堆
積
物
量
な
ど
の
観

点
か
ら
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
を
示
し
、
設
計
対
応
の

可
否
を
評
価
す
る
。
（
解
説
-1
9
）
 

（
３
）
 
（
略
）
 

 解
説
-
19
.
I
AE
A
 S
SG
-
21

で
は
、
火
砕
物
密
度
流
か
ら
の
影
響
は
、
設
計
及
び
運

転
に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て
緩
和
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
 

 ６
．
３
 
溶
岩
流
 

（
１
）
 
（
略
）
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（
２
）
 

溶
岩
流
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
溶
岩
流
の
評
価
で
は
、
原
子
力
発

電
所
と
可
能
性
の
あ
る
溶
岩
流
の
空

間
的
範
囲
は
、
火
口
の
位
置
、
地
形
、
吐
出
量
、
溶
岩
流
の
粘
度
、
及
び
噴
火

の
持
続
時
間
等
を
考
慮
し
、
到
達
す
る

溶
岩
流
の
厚
さ
、
温
度
及
び
潜
在
的
速

度
な
ど
の
観
点
か
ら
原
子
力
発
電
所
へ

の
影
響
を
示
し
、
設
計
対
応
の
可
否
を

評
価
す
る
。（

解
説

-
2
4）

 

（
３
）
 

（
略
）
 

 解
説
-
24
.
I
AE
A 
S
S
G-
2
1
に
お
い
て
、
溶
岩

流
は
、
そ
の
動
的
及
び
静
的
負
荷
と

そ
の
高
温
（
最
大
で

1
2
00
°
C
）
の
た
め
に
、
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
溶
岩
流
の
影
響
は
通
常
、
設
計
及
び
運
転
に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て

緩
和
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

 

 ５
．
４
 
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
 

（
１
）
 

岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
の
影
響
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
 

火
山
体
崩
壊
の
結
果
と
し
て
起
き
る
岩
屑
な
だ
れ
は
、
非
常
に
大
量
の
土

砂
（

場
合
に
よ
り
、
数
十
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
が
含
ま
れ
、
速
度
が

速
く

、
相
当
の
距
離
（
表
１
参
照
）
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

よ
う

な
現

象
は

溶
岩

流
と

同
様

に
経

路
に

お
け

る
工

学
的

構
造

物
を

破
壊

又
は

埋
没
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
の

直
接

的
影
響
は
設
計
対
応
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
子
力
発
電
所
の

（
２
）
 
溶
岩
流
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
溶
岩
流
の
評

価
で
は
、
原
子
力
発
電
所
と
可
能
性
の
あ
る
溶
岩
流
の
空

間
的
範
囲
は
、
火
口
の
位
置
、
地
形
、
吐
出
量
、
溶
岩
流
の
粘
度
、
及
び
噴
火

の
持
続
時
間
等
を
考

慮
し
、
到
達
す
る
溶
岩
流
の
厚
さ
、
温
度
及
び
潜
在
的
速

度
な
ど
の
観
点
か
ら

原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
を
示
し
、
設
計
対
応
の
可
否
を

評
価
す
る
。（

解
説
-
2
0）

 

（
３
）
 
（
略
）
 

 解
説
-
20
.
I
AE
A
 S
SG
-
21

に
お
い
て
は
、
溶
岩
流
は
、
そ
の
動
的
及
び
静
的
負
荷

と
そ
の
高
温
（
最
大
で

12
0
0°

C
）
の
た
め
に
、
直
接
的
な
影
響
を
及

ぼ
す
。
溶
岩

流
の
影
響
は
通
常
、
設
計
及
び
運
転
に
よ
る
措
置
に
よ
っ

て
緩
和
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
 

 ６
．
４
 
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
 

（
１
）
 
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
の
影
響
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
 

火
山
体
系
崩
壊

の
結
果
と
し
て
起
き
る
岩
屑
な
だ
れ
は
、
非
常
に
大
量
の

土
砂
（
場
合
に
よ
り
、
数
十
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
が
含
ま
れ
、
速
度

が
速
く
、
相
当
の
距
離
（
表
１
参
照
）
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
よ

う
な

現
象

は
溶

岩
流

と
同

様
に

経
路

に
お

け
る

工
学

的
構

造
物

を
破

壊
若
し
く
は
埋
没
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面

崩
壊
の
直
接
的
影
響
は
設
計
対
応
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
子
力
発
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立
地

は
不
適
と
考
え
ら
れ
る
。
 

(
b
)
 
（

略
）
 

（
２
）
 
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面

崩
壊
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影

響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜

面
崩
壊
の
評
価
で
は
、
類
似
す
る
火
山

の
実
際
の
堆
積
物
、
及
び
な
だ
れ
流
定
置
モ
デ
ル
か
ら
収
集
し
た
情
報
を
用
い

て
、
最
大
想
定
量
、
流
出
距
離
、
及
び
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
土
砂
堆
積
の

厚
さ
に
つ
い
て
考
慮
し
、
発
生
源
地
域

の
地
形
、
流
出
の
長
さ
、
速
度
、
量
及

び
厚

さ
を

左
右

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
値

の
範

囲
等

の
観

点
か

ら
原

子
力

発
電

所

へ
の
影
響
を
示
し
、
設
計
対
応
の
可
否

を
評
価
す
る
。
（
解
説
-
2
5）

 

（
３
）
 

(略
) 

 解
説
-
25
.
I
AE
A 
S
S
G-
2
1
に
お
い
て
、
岩
屑

な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
が

原
子

力
発

電
所

付
近

で
起

き
た

場
合

や
原

子
力

発
電

所
に

直
接

的
に

影
響
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
影
響

は
設
計
及
び
運
転
に
よ
る
措
置
に
よ

っ
て
緩
和
で
き
な
い
と
し
て
い

る
。
 

 ５
．
５
 
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
 

（
１
）
 

土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
の
影
響
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
 

火
山
事
象
に
よ
り
発
生
す
る
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
こ
れ
ら
に
伴
っ
て

引
き

起
こ
さ
れ
る
洪
水
は
、
流
速
が
速
く
、
流
量
が
多
く
、
相
当
の
距
離
ま

電
所
の
立
地
は
不
適
と
考
え
ら
れ
る
。
 

(
b
)
 
（
略
）
 

（
２
）
 
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影

響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
の
評
価
で
は
、
類
似
す
る
火
山

の
実
際
の
堆
積
物
、
及
び
な
だ
れ
流
定
置
モ
デ
ル
か
ら
収
集
し
た
情
報
を
用
い

て
、
最
大
想
定
量
、
流
出
距
離
、
及
び
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
土
砂
堆
積
の

厚
さ
に
つ
い
て
考
慮

し
、
発
生
源
地
域
の
地
形
、
流
出
の
長
さ
、
速
度
、
量
及

び
厚

さ
を

左
右

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
値

の
範

囲
等

の
観

点
か

ら
原

子
力

発
電

所

へ
の
影
響
を
示
し
、

設
計
対
応
の
可
否
を
評
価
す
る
。
（
解
説
-
2
1）

 

（
３
）
 
(略

) 

 解
説
-
21
.
I
AE
A
 S
SG
-
21

お
い
て
、
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊
が
原

子
力

発
電

所
付

近
で

起
き

た
場

合
や

原
子

力
発

電
所

に
直

接
的

に
影

響
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
影
響
は
設
計
及
び
運
転
に
よ
る
措
置
に
よ
っ

て
緩
和
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
 

 ６
．
５
 
火
山
性
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
 

（
１
）
 
火
山
性
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
の
影
響
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
 

火
山
事
象
に
よ

り
発
生
す
る
土
石
流
、
火
山
泥
流
、
及
び
こ
れ
ら
に
伴
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
洪
水
は
、
流
速
が
速
く
、
流
量
が
多
く
、
相
当
の
距
離
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で
到

達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
火
山
噴
出
物
に

依
存

す
る
た
め
、
火
山
噴
火
後
、
数
カ
月
か
ら
数
十
年
に
わ
た
っ
て
持
続
す

る
こ

と
が
あ
る
。
溶
岩
流
と
同
様
に
経
路
に
お
け
る
工
学
的
構
造
物
を
破
壊

又
は

埋
没
さ
せ
る
。
 

(
b
)
 
間
接
的
影
響
 

土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
は
、
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
社
会
イ
ン
フ

ラ
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
送
電
網
の
損
傷
に
よ
る
長
期
の
外
部
電
源
喪
失
や
原

子
力

発
電

所
へ

の
ア

ク
セ

ス
制

限
事

象
が

発
生

し
う

る
こ

と
も

考
慮

す
る

必
要

が
あ
る
。
 

（
２
）
 
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
に

よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水

の
評
価
で
は
、
付
近
の
類
似
す
る
火
山

か
ら

の
実

際
の

堆
積

物
に

つ
い

て
の

情
報

及
び

土
石

流
定

置
モ

デ
ル

を
用

い

て
、
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
の
土
石
流
と
火
山
泥
流
の
堆
積
物
の
最
大
想
定

量
、
流
出
距
離
及
び
厚
さ
に
つ
い
て
考

慮
し
、
可
能
性
の
あ
る
各
火
山
に
つ
い

て
流

動
地

形
及

び
吐

出
量

を
左

右
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

値
の

範
囲

等
の

観
点

か

ら
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
を
示
し
、
設
計
対
応
の
可
否
を
評
価
す
る
。
ま
た
、

土
石
流
、
火
山
泥
流
は
敷
地
周
辺
の
降
下
火
砕
物
に
よ
り
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
敷
地
周
辺
の

地
形
、
6
.1

の
降
下
火
砕
物
の
堆
積
量

を
基
に
影
響
を
評
価
す
る
こ
と
。
（
解
説

-2
6
）
 

 （
３
）
 

確
認
事
項
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
 

ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
火
山
噴
出
物

に
依
存
す
る
た
め
、
火
山
噴
火
後
、
数
カ
月
か
ら
数
十
年
に
わ
た
っ
て
持
続

す
る
こ
と
が
あ
る
。
溶
岩
流
と
同
様
に
経
路
に
お
け
る
工
学
的
構
造
物
を
破

壊
若
し
く
は
埋
没
さ
せ
る
。
 

(
b
)
 
間
接
的
影
響
 

火
山
性
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
は
、
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
送
電
網
の
損
傷
に
よ
る
長
期
の
外
部
電
源
喪

失
や

原
子

力
発

電
所

へ
の

ア
ク

セ
ス

制
限

事
象

が
発

生
し

う
る

こ
と

も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

（
２
）
 
火
山
性
土
石

流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影

響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
火
山
性
土
石

流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
の
評
価
で
は
、
付
近
の
類
似
す

る
火
山
か
ら
の
実
際

の
堆
積
物
に
つ
い
て
の
情
報
、
及
び
土
石
流
定
置
モ
デ
ル

を
用
い
て
、
原
子
力

発
電
所
に
つ
い
て
の
土
石
流
と
火
山
泥
流
の
堆
積
物
の
最

大
想
定
量
、
流
出
距
離
及
び
厚
さ
に
つ
い
て
考
慮
し
、
可
能
性
の
あ
る
各
火
山

に
つ

い
て

流
動

地
形

及
び

吐
出

量
を

左
右

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
値

の
範

囲
等

の

観
点

か
ら

原
子

力
発

電
所

へ
の

影
響

を
示

し
、

設
計

対
応

の
可

否
を

評
価

す

る
。
ま
た
、
土
石
流
、
泥
流
は
敷
地
周
辺
の
降
下
火
砕
物
に
よ
り
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
そ
の

場
合
に
は
、
敷
地
周
辺
の
地
形
、
6.
1
の
降
下
火
砕
物
の

堆
積
量
を
基
に
影
響

を
評
価
す
る
こ
と
。（

解
説
-
2
2）

 

（
３
）
 
確
認
事
項
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
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土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
が
原
子
力
発
電
所
に
到
達
し
な
い
こ
と
。

た
だ

し
、
到
達
す
る
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
の
特
性
、
規
模
に
よ
り

設
計

対
応

が
可

能
な

こ
と

を
示

す
こ

と
が

可
能

な
場

合
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

 
(
b
)
 
（
略
）
 

 解
説
-
26
.
I
AE
A 
S
S
G-
2
1
に
お
い
て
、
土
石

流
と
火
山
泥
流
の
堆
積
物
は
、
非
常

に
大
き
い
厚
さ
（
例
え
ば
、
数

十
メ
ー
ト
ル
）
に
達
す
る
こ
と
が
あ
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
範
囲
に

及
ぶ
堆
積
量
と
こ
れ
に
伴
う
原
子
力

発
電
所
へ
の
影
響
を
考
え
れ
ば

、
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
の
影

響
は
、
一
般
に
は
設
計
及
び
運
転

に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て
緩
和
で
き
な

い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原
子
力

発
電
所
及
び
プ
ラ
ン
ト
の
レ
イ
ア
ウ

ト
や
設
計
に
お
け
る
配
慮
及
び

現
地
で
の
防
護
措
置
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
影
響
に
対
処
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
る
。
 

 ５
．
６
 
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
（
噴
石
）
 

（
１
）
 

火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
の
影
響
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
 

火
山

か
ら

発
生

す
る

飛
来

物
は

、
火

口
に

お
い

て
飛

来
物

は
50

～
3
00
 

m
/
s
の
範
囲
の
速
度
で
あ
り
、
飛
行
距
離
は
そ
の
粒
径
と
空
力
抵
抗
の
関
数

で
決

ま
る
が
、
こ
の
空
気
抵
抗
は
大
規
模
な
噴
火
に
よ
っ
て
生
じ
る
衝
撃
波

の
背

後
で
は
減
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
に
降
下
す
る
可

能
性

の
あ
る
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
の
数
は
、
非
常
に
膨
大
に
及
ぶ
こ

火
山
性
土
石
流

、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
が
原
子
力
発
電
所
に
到
達
し
な
い

こ
と
。
た
だ
し
、
到
達
す
る
火
山
性
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
の
特
性
、

規
模

に
よ

り
設

計
対

応
が

可
能

な
こ

と
を

示
す

こ
と

が
可

能
な

場
合

は
こ

の
限
り
で
は
な
い
。
 

(
b
)
 
（
略
）
 

 解
説
-
22
.
I
AE
A
 S
SG
-
21

お
い
て
、
土
石
流
と
火
山
泥
流
の
堆
積
物
は
、
非
常
に

大
き
い
厚
さ
（
例
え
ば
、
数
十
メ
ー
ト
ル
）
に
達
す
る

こ
と
が
あ
る
。

広
範

囲
に

及
ぶ

堆
積

量
と

こ
れ

に
伴

う
原

子
力

発
電

所
へ

の
影

響
を

考
え
れ
ば
、
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
の
影
響
は
、
一
般
に
は
設

計
及
び
運
転
に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て
緩
和
で
き
な
い
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は

原
子

力
発

電
所

及
び

プ
ラ

ン
ト

の
レ

イ
ア

ウ
ト

や
設

計
に

お
け

る
配
慮
及
び
現
地
で
の
防
護
措
置
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
対
処

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
 

 ６
．
６
 
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
（
噴
石
）
 

（
１
）
 
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
の
影
響
 

(
a
)
 
直
接
的
影
響
 

火
山

か
ら

発
生

す
る

飛
来

物
は

、
火

口
に

お
い

て
飛

来
物

は
5
0
～

3
00
 

m
/
s
の
範
囲
の
速
度
で
あ
り
、
飛
行
距
離
は
そ
の
粒
径
と
空
力
抵
抗
の
関
数

で
決
ま
る
が
、
こ
の
空
気
抵
抗
は
大
規
模
な
噴
火
に
よ
っ
て
生
じ
る
衝
撃
波

の
背
後
で
は
減
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
に
降
下
す
る
可

能
性
の
あ
る
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
の
数
は
、
非
常
に
膨
大
に
及
ぶ
こ
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と
が

あ
る
。（

解
説
-
2
7）

 

(
b
)
 
間
接
的
影
響
 

火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
は
一
般
的
に
高
温
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
が

原
子

力
発

電
所

内
や

そ
の

周
囲

で
火

災
を

発
生

さ
せ

る
可

能
性

に
つ

い
て

も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
副
次
的
な
事
象
は
、
原
子
力
発
電

所
周

辺
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
送
電
網
の
損
傷
に
よ
る
長
期

の
外

部
電

源
喪

失
や

原
子

力
発

電
所

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
制

限
が

発
生

し
う

る
こ

と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。（

解
説
-
2
8）

 

（
２
）
 

火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
の

ハ
ザ
ー
ド
評
価
で
は
、
類
似
す
る
火
山

の
爆

発
性

噴
火

で
生

じ
た

飛
来

物
の

最
長

距
離

及
び

最
大

の
大

き
さ

に
関

す

る
情
報
を
用
い
て
、
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
が
達
す
る
最
大
の
大
き
さ
及

び
量
に
つ
い
て
、
爆
発
圧
、
破
片
密
度

、
出
射
角
度
及
び
関
連
パ
ラ
メ
ー
タ
の

ば
ら
つ
き
を
考
慮
し
て
、
原
子
力
発
電

所
へ
の
影
響
を
示
し
、
設
計
対
応
の
可

否
を
評
価
す
る
。（

解
説

-
2
9）

 

（
３
）
 

（
略
）
 

 解
説
-
27
.
・
2
8
. 

（
略
）
 

解
説
-
29
.
I
AE
A 
S
S
G-
2
1
に
お
い
て
、
火
山

か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
か
ら
の
影
響

は
、
原
則
と
し
て
設
計
及
び
運
転

に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て
緩
和
で
き
な

い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原
子
力

発
電
所
及
び
プ
ラ
ン
ト
の
レ
イ
ア
ウ

ト
、
設
計
、
運
転
、
及
び
原
子
力
発
電
所
防
護
措
置
な
ど
の
手
段
に
よ

と
が
あ
る
。（

解
説
-
2
3）

 

(
b
)
 
間
接
的
影
響
 

火
山
か
ら
発
生

す
る
飛
来
物
は
一
般
的
に
高
温
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
が

原
子

力
発

電
所

内
や

そ
の

周
囲

で
火

災
を

発
生

さ
せ

る
可

能
性

に
つ

い
て

も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
副
次
的
な
事
象
は
、
原
子
力
発
電

所
周
辺
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
送
電
網
の
損
傷
に
よ
る
長
期

の
外

部
電

源
喪

失
や

原
子

力
発

電
所

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
制

限
が

発
生

し
う

る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。（

解
説

-
2
4）

 

（
２
）
 
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
活

動
可

能
性

の
あ

る
火

山
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す
る
火
山
か
ら
発

生
す
る
飛
来
物
の
ハ
ザ
ー
ド
評
価
で
は
、
類
似
す
る
火
山

の
爆

発
性

噴
火

で
生

じ
た

飛
来

物
の

最
長

距
離

及
び

最
大

の
大

き
さ

に
関

す

る
情
報
を
用
い
て
、
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
が
達
す
る
最
大
の
大
き
さ
及

び
量
に
つ
い
て
、
爆

発
圧
、
破
片
密
度
、
出
射
角
度
及
び
関
連
パ
ラ
メ
ー
タ
の

ば
ら
つ
き
を
考
慮
し

て
、
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
を
示
し
、
設
計
対
応
の
可

否
を
評
価
す
る
。（

解
説
-
2
5）

 

（
３
）
 
（
略
）
 

 解
説
-
23
.
・
2
4
. 

（
略
）
 

解
説
-
25
.
I
AE
A
 S
S
G
-
21

お
い
て
、
火
山
か
ら
発
生
す
る
飛
来
物
か
ら
の
影
響
は
、

原
則

と
し

て
設

計
及

び
運

転
に

よ
る

措
置

に
よ

っ
て

緩
和

で
き

な
い

が
、

場
合

に
よ

っ
て

は
原

子
力

発
電

所
及

び
プ

ラ
ン

ト
の

レ
イ

ア
ウ

ト
、
設
計
、
運
転
、
及
び
原
子
力
発
電
所
防
護
措
置
な
ど
の
手
段
に
よ
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っ
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
対
処

で
き
る
と
し
て
い
る
。
 

 ５
．
７
 
火
山
ガ
ス
 

（
１
）
 

火
山
ガ
ス
の
影
響
 

(
a
)
 
（

略
）
  

(
b
)
 
間
接
的
影
響
 

火
山

ガ
ス
は
、
そ
の
特
性
か
ら
一
般
に
、
生
体
に
有
害
な
ガ
ス
（
一
酸
化
炭

素
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
フ
ッ
化
水
素
等
）
を
含
む
こ
と
か
ら
、
原
子
力
発
電
所
周

辺
の
人
及
び
そ
の
生
活
に
対
し
活
動
制

限
が
加
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
機

械
系
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
よ
う

に
火
山
ガ
ス
は
、
原
子
力
発
電
所
周
辺

の
人
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
長
期
に
わ
た
り
ア
ク
セ
ス
制
限
等

の
事
象
が
発
生
し
う
る
こ
と
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。（

解
説
-
30
）
 

（
２
）・
（

３
）
 
（
略
）
 

 解
説
-
30
.
I
AE
A 
S
S
G-
2
1
に
お
い
て
、
火
山

ガ
ス
か
ら
の
影
響
は
設
計
及
び
運
転

に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て
緩
和
で

き
る
と
し
て
い
る
。
 

 ５
．
８
 
新
し
い
火
口
の
開
口
 

（
１
）
 

（
略
）
 

（
２
）
 

新
し
い
火
口
の
開
口
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
新

し
い

火
口

の
開

口
が

原
子

力
発

電
所

付
近

で
起

き
た

場
合

、
若

し
く

は
原

子
力

発
電

所
に

直
接

的
に

影
響

す
る

場

合
、
こ
の
影
響
は
設
計
及
び
運
転
の
た
め
の
適
切
な
措
置
に
よ
っ
て
緩
和
で
き

っ
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
対
処
で
き
る
と
し
て
い
る
。
 

 ６
．
７
 
火
山
ガ
ス
 

（
１
）
 
火
山
ガ
ス
の
影
響
 

(
a
)
 
（
略
）
  

(
b
)
 
間
接
的
影
響
 

火
山
ガ
ス
は
、
そ
の
特
性
か
ら
一
般
に
、
生
態
に
有
害
な
ガ
ス
（
一
酸
化
炭

素
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
フ
ッ
化
水
素
等
）
を
含
む
こ
と
か
ら
、
原
子
力
発
電
所
周

辺
の
人
及
び
そ
の
生

活
に
対
し
活
動
制
限
が
加
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
機

械
系
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
。
こ
の
よ
う
に
火
山
ガ
ス
は
、
原
子
力
発
電
所
周
辺

の
人
員
や
社
会
イ
ン

フ
ラ
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
長
期
に
わ
た
り
ア
ク
セ
ス
制
限

等
の
事
象
が
発
生
し

う
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。（

解
説
-
2
6）

 

（
２
）・
（
３
）
 
（
略
）
 

 解
説
-
26
.
I
AE
A
 S
SG
-
21

お
い
て
、
火
山
ガ
ス
か
ら
の
影
響
は
設
計
及
び
運
転
に

よ
る
措
置
に
よ
っ
て
緩
和
で
き
る
と
し
て
い
る
。
 

 ６
．
８
 
新
し
い
火
口
の
開
口
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２
）
 
新
し
い
火
口
の
開
口
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

原
子

力
発

電
所

の
運

用
期

間
中

に
新

し
い

火
口

の
開

口
が

原
子

力
発

電
所

付
近

で
起

き
た

場
合

、
若

し
く

は
原

子
力

発
電

所
に

直
接

的
に

影
響

す
る

場

合
、
こ
の
影
響
は
設

計
及
び
運
転
の
た
め
の
適
切
な
措
置
に
よ
っ
て
緩
和
で
き
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な
い
と
考
え
ら
れ
る
。（

解
説
-
3
1
）
 

（
３
）
 

確
認
事
項
 

新
し

い
火
口
の
開
口
が
、
原
子
力
発
電
所
敷
地
内
に
な
い
こ
と
。
ま
た
、
火
 

口
の

開
口

が
原

子
力

発
電

所
へ

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

十
分

小
さ

い
と

判

断
で
き
な
い
場
合
は
、
各
火
山
事
象
の
影
響
評
価
及
び
確
認
事
項
に
よ
る
。
 

な
お
、
新
た
な
火
口
の
開
口
に
つ
い
て
は
、
現
在
活
火
山
と
さ
れ
て
い
る
火
 

口
周
辺
の
地
下
構
造
や
対
象
火
山
の
性

質
な
ど
を
考
慮
し
、
調
査
を
行
う
こ
と
 

が
必
要
で
あ
る
。（

解
説

-
3
2）

 

 解
説
-
31
.
I
AE
A 
S
S
G-
2
1
に
お
い
て
、
新
し

い
火
口
の
開
口
の
影
響
は
、
設
計
及

び
運
転
に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て

緩
和
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
 

解
説
-
32
.
 
（
略
）

  

 ５
．
９
 

（
略
）
 

 ５
．
１
０

 大
気
現
象
 

（
１
）
 

大
気
現
象
に
よ
る
影
響
 

爆
発

性
の
火
山
噴
火
は
、
潜
在
的
に
危
険
な
特
性
を
持
つ
大
気
現
象
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
空
振
に
よ
る
超
過
圧
力
は

、
多
く
の
場
合
、
火
山
物
質

の
噴
出
の
数
キ
ロ
先
ま
で
及
ぶ
可
能
性

が
あ
る
。
噴
煙
柱
を
生
じ
さ
せ
る
噴
火

は
一
般
的
に
高
頻
度
の
稲
妻
を
伴
い
、
ま

た
強
い
下
降
噴
流
風
を
伴
う
場
合
が

あ
る
。
 

（
２
）・
（
３
）

 
（
略
）
 

な
い
と
考
え
ら
れ
る

。（
解
説
-
2
7
）
 

（
３
）
 
確
認
事
項
 

新
し
い
火
口
の
開
口

が
、
原
子
力
発
電
所
敷
地
内
に
な
い
こ
と
。
ま
た
、
火
口

の
開
口
に
よ
り
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
各
火
山
事
象

の
影
響
評
価
及
び
確
認
事
項
に
よ
る
。
 

な
お
、
新
た
な
火
口
の
開
口
に
つ
い
て
は
、
現
在
活
火
山
と
さ
れ
て
い
る
火
口

周
辺
の
地
下
構
造
や
対
象
火
山
の
性
質
な
ど
を
考
慮
し
、
調
査
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。（

解
説
-
2
8）

 

 解
説
-
27
.
I
AE
A
 S
SG
-
21

お
い
て
、
新
し
い
火
口
の
開
口
の
影
響
は
、
設
計
及
び

運
転
に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て
緩
和
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

 

解
説
-
28
.
 
（
略
）
  

 ６
．
９
 
（
略
）
 

 ６
．
１
０
 大

気
現
象
 

（
１
）
 
大
気
現
象
に
よ
る
影
響
 

爆
発
性
の
火
山
噴
火
は
、
潜
在
的
に
危
険
な
特
性
を
持
つ
大
気
現
象
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
空
振
に
よ
る
超
過
圧
力
は
多
く
の
場
合
、
火
山
物
質
の

噴
出
の
数
キ
ロ
先
ま

で
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
火
山
灰
柱
及
び
噴
煙
柱
を
生
じ

さ
せ
る
噴
火
は
一
般

的
に
高
頻
度
の
稲
妻
を
伴
い
、
ま
た
強
い
下
降
噴
流
風
を

伴
う
場
合
が
あ
る
。
 

（
２
）・
（
３
）
 
（
略
）
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 ５
．
１
１

・
５

．
１
２
 

（
略
）
 

 ５
．
１
３

 熱
水
系
及
び
地
下
水
の
異
常
 

（
１
）
 

（
略
）
 

（
２
）
 

熱
水
系
及
び
地
下
水
異
常
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

熱
水

系
及

び
地

下
水

異
常

に
よ

る
原

子
力

発
電

所
へ

の
影

響
評

価
に

お
い

て
、
活
動
中
の
熱
水
系
に
原
子
力
発
電

所
が
位
置
す
る
と
、
熱
水
系
に
よ
る
水

蒸
気
爆
発
、
新
し
い
火
口
の
形
成
等
へ
の
対
処
が
難
し
い
。
ま
た
、
原
子
力
発

電
所
の
非
常
用
冷
却
水
系
を
地
下
水
に

依
存
す
る
場
合
、
熱
水
系
の
影
響
を
受

け
て
、
水
源
と
し
て
不
適
当
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
（
解
説
-
3
3）

 

（
３
）
 

（
略
）
 

 解
説
-
33
.
 
（
略
）
 

 ７
．
附
則
 

 
こ
の
規

定
は
、
平
成
２
５
年
７
月
８
日
よ
り
施
行
す
る
。
 

評
価
方
法
は
、
本
評
価
ガ
イ
ド
に
掲
げ

る
も
の
以
外
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
妥
当

性
が
適
切

に
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
 

ま
た
、
本
評
価
ガ
イ
ド
は
、
今
後
の
新

た
な
知
見
と
経
験
の
蓄
積
に
応
じ
て
、

そ
れ
ら
を

適
切
に
反
映
す
る
よ
う
に
見
直
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
 

 

以
上
 

 ６
．
１
１
・
６
．
１
２
 
（
略
）
 

 ６
．
１
３
 熱

水
系
及
び
地
下
水
の
異
常
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２
）
 
熱
水
系
及
び
地
下
水
異
常
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
 

熱
水
系
及
び
地
下
水

異
常
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
へ
の
影
響
評
価
に
お
い
て
、

活
動
中
の
熱
水
系
に
原
子
力
発
電
所
が
位
置
す
る
と
、
熱
水
系
に
よ
る
水
蒸
気
爆

発
、
新
し
い
火
口
の
形
成
等
へ
の
対
処
が
難
し
い
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
非

常
用
冷
却
水
系
を
地
下
水
に
依
存
す
る
場
合
、
熱
水
系
の
影
響
を
受
け
て
、
水
源

と
し
て
不
適
当
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。（

解
説

-
2
9）

 

（
３
）
 
（
略
）
 

 解
説
-
29
.
 
（
略
）
 

 ７
．
附
則
 

 
こ
の
規
定
は
、
平
成
２
５
年
７
月
８
日
よ
り
施
行
す
る
。

 

評
価
方
法
は
、
本
評
価
ガ
イ
ド
に
掲
げ
る
も
の
以
外
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
妥
当

性
が
適
切
に
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
 

ま
た
、
本
評
価
ガ
イ

ド
は
、
今
後
の
新
た
な
知
見
と
経
験
の
蓄
積
に
応
じ
て
、

そ
れ
ら
を
適
切
に
反
映
す
る
よ
う
に
見
直
し
て
行
く
も
の
と
す
る
。
 

 

以
上
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表
１

 
原

子
力

発
電

所
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
の

あ
る

火
山

事
象

及
び

位

置
関

係
注

1  

火
山
事
象
 

潜
在
的
に
影
響
を
及
ぼ

す
特
性
 

原
子
力
発
電
所
と
の
位

置
関
係
 

１
.
 
（
略
）
 

（
略
）
 

（
略
）
 

２
.
 火

砕
物

密
度

流
：

火
砕

流
、

火
砕

サ
ー

ジ

及
び
ブ
ラ

ス
ト
 

（
略
）
 

（
略
）
 

３
.
・
４
．
 
（
略
）
 

５
．
 
土
石
流
、
火
山
泥

流
及
び
洪

水
 

６
．

～
１
３
.
 
（
略
）
 

（
略
）
 

（
略
）
 

 

（
略
）
 

（
略
）
 

 

（
参
考
資
料
：

I
AE
A
 
S
S
G
-2
1
及
び

J
E
A
G4
6
2
5）

 

注
１
・
２

 
（
略
）
 

注
３
：
新

し
い
火
口
の
開
口
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
、

新
し
い
火
口
の
開
口
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。
 

注
４
 
（

略
）
 

 

 

表
１

 
原

子
力

発
電

所
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
の

あ
る

火
山

事
象

及
び

位

置
関
係

注
1  

火
山
事
象
 

潜
在
的
に
影
響
を
及
ぼ

す
特
性
 

原
子
力
発
電
所
と
の
位

置
関
係
 

１
.
 
（
略
）
 

（
略
）
 

（
略
）
 

２
.
 火

砕
物

密
度

流
：

火
砕

流
、

サ
ー

ジ
及

び

ブ
ラ
ス
ト
 

（
略
）
 

（
略
）
 

３
.
・
４
．
 
（
略
）
 

５
．
 火

山
性
土
石
流

、

火
山
泥
流
及
び
洪
水
 

６
．
～
１
３
.
 
（
略

）
 

（
略
）
 

（
略
）
 

 

（
略
）
 

（
略
）
 

 

（
参
考
資
料
：
I
AE
A
 
S
S
G
-2
1
及
び

J
E
A
G4
6
2
5）

 

注
１
・
２
 
（
略
）
  

注
３
：
新
火
口

の
開
口
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
、
新
火

口
の
開
口
の
可

能
性
を
検
討
す
る
。
 

注
４
 
（
略
）
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図
１
 
本
評
価
ガ
イ
ド
の
基
本
フ
ロ
ー
 

 

表
２
 
火
山
影
響
評
価
に
関
す
る
確
認
事
項
に
つ
い
て

 
 

番
号
 

確
認
事
項
 

①
 

・
原
子
力
発
電
所
の
地
理
的
領
域
に
お
け
る
第
四
紀
火
山
の
有

無
。
 

②
 

（
略
）
 

③
 

・
検
討
対
象
火
山
の
過
去
の
活
動
を
示
す
階
段
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム

に
お
い
て
、
火
山
活
動
が
終
息
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、

 

 

図
１
 
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
す
火
山
影
響
評
価
の
基
本
フ
ロ
ー
 

 表
２
 
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
す
火
山
評
価
の
基
本
フ
ロ
ー
（
図
１
）

に
お
け
る
確
認
事
項
に
つ
い
て

 
番
号
 

確
認
事
項
 

①
 

・
原
子
力
発
電
所
の
地
理
的
領
域
に
お
い
て
第
四
紀
に
活
動
し

た
火
山
の
有
無
。
 

②
 

（
略
）
 

③
 

・
検
討
対
象
火
山
の
過
去
の
活
動
を
示
す
階
段
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム

に
お
い
て
、
火
山
活
動
が
終
息
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
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最
後

の
活

動
終

了
か

ら
の

期
間

が
過

去
の

最
大

休
止

期
間

よ
り
長
い
等
、
将
来
の
活

動
可
能
性
が
十
分
に
小
さ
い
と
判

断
で
き
る
場
合
は
、
火
山
活
動
に
関
す
る
個
別
評
価
の
対
象

外
と
す
る
。
 

④
 

・
検
討
対
象
火
山
の
原
子
力
発
電
所
運
用
期
間
中
の
活
動
可
能

性
が
十
分
小
さ
い
こ
と
。

 
・
検
討
対
象
火
山
の
原
子
力
発
電
所
運
用
期
間
中
の
活
動
可
能

性
が

十
分

小
さ

い
と

判
断

さ
れ

な
い

場
合

は
、

運
用

期
間

中
、
設
計
対
応
不
可
能
な

火
山
事
象
が
原
子
力
発
電
所
に
到

達
す
る
可
能
性
が
十
分
小

さ
い
こ
と
。
 

（
削

る
。
）

 
（
削
る
。
）

 

最
後
の
活
動
終
了
か
ら
の
期
間
が
、
過
去
の
最
大
休
止
期
間

よ
り
長
い
等
、
将
来
の
活
動
可
能
性
が
無
い
と
判
断
で
き
る

場
合

は
、

火
山

活
動

に
関

す
る

個
別

評
価

の
対

象
外

と
す

る
。
 

④
 

・
検
討
対

象
火
山
の
原
子
力
発
電
所
運
用
期
間
中
の
活
動
可
能

性
が
十
分
小
さ
い
こ
と
。

 
・
検
討
対

象
火
山
の
原
子
力
発
電
所
運
用
期
間
中
の
活
動
可
能

性
が
十
分
小
さ
い
と
判
断
さ
れ
な
い
場
合
は
、
推
定
さ
れ
る

火
山

活
動

に
よ

っ
て

原
子

力
発

電
所

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性
が
十
分
小
さ
い
こ
と
。
 

⑤
 

火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
監

視
対

象
の

火
山

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
モ

ニ
タ

リ

ン
グ

結
果

の
定

期
的

な
評

価
を

行
う

方
針

が
定

め
ら

れ
て

い

る
こ
と
。
 

（
１
）
監
視
対
象
火
山
 

・
過
去
の
最
大
規
模
の
噴
火
に
よ
り
設
計
対
応
不
可
能
な
火

山
事

象
が

原
子

力
発

電
所

に
到

達
し

た
と

考
え

ら
れ

る

火
山
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

（
２
）
 
（
略
）
 

（
３
）
定
期
的
評
価
 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
定
期
的
に
評
価
し
、
当
該
火
山
の

活
動
状
況
を
把
握
し
、
状
況
に
変
化
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。
（
必
要
に
応
じ
て
、
地
球
物
理
学
及
び
地
球

化
学
的
調
査
を
実
施
す
る
。
）
 

・
そ
の
際
、
火
山
活
動
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
評
価

は
、
第
三
者
の
助
言
を
得
る
方
針
で
あ
る
こ
と
。
 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
火
山
活
動
の
兆
候
を
把
握
し
た

場
合

の
設

計
対

応
が

不
可

能
な

規
模

の
噴

火
可

能
性

を

示
唆
す
る
予
兆
が
捉
え
ら
れ
た
場
合
に
対
し
て
、
適
切
な

対
処
方
針
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
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（
削
る
。
）

 
       

（
削
る
。
）
 

 （
削
る
。
）
 

（
削

る
。
）
 

（
削
る
。
）
 

⑤
 

個
別
火
山
事
象

ご
と
に
以
下
の
確
認
事
項
に
よ
る
。
 

（
略
）
 

土
石
流

、
火
山
泥
流
及
び
洪
水

 
(
a
)
 
直
接
的
影
響
の
確
認
事
項
 

土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
が
原
子
力
発
電
所
に
到
達

し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
到
達
す
る
土
石
流
、
火
山
泥
流
及

び
洪
水
の
特
性
、
規
模
に
よ
り
設
計
対
応
が
可
能
な
こ
と
を

示
す
こ
と
が
可
能
な
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

(
b
)
 
（
略
）
 

（
削
る
。
）
 

 

火
山
活
動
の
兆
候
を
把
握
し
た
場
合
の
対
処

 
火

山
活

動
の

兆
候

を
把

握
し

た
場

合
の

以
下

の
対

処
方

針

等
を
定
め
る
こ
と
。
 

（
１
）
対

処
を
講
じ
る
た
め
に
把
握
す
べ
き
火
山
活
動
の
兆
候

と
、
そ
の
兆
候
を
把
握
し
た
場
合
に
対
処
を
講
じ
る
た
め

の
判
断
基
準
 

（
２
）
火

山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
兆
候

に
基
づ
き
対
処
を
実
施
す
る
方
針

 
（
３
）
火
山
活
動
の
兆
候
を
把
握
し
た
場
合
の
対
処
と
し
て
、

原
子
炉
の
停
止
、
適
切
な
核
燃
料
の
搬
出
等
が
実
施
さ
れ

る
方
針

 

（
つ
づ
く
）
 

 （
つ
づ
き
）
 

番
号
 

確
認
事
項
 

 

⑥
 

個
別
火
山
事
象
毎
に
以
下
の
確
認
事
項
に
よ
る
。
 

（
略
）
 

火
山
性
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水

 
(
a
)
 
直
接
的
影
響
の
確
認
事
項
 

火
山
性
土
石
流
、
火
山
泥
流
及
び
洪
水
が
原
子
力
発
電
所

に
到
達
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
到
達
す
る
土
石
流
、
火
山

泥
流
及
び
洪
水
の
特
性
、
規
模
に
よ
り
設
計
対
応
が
可
能
な

こ
と
を
示
す
こ
と
が
可
能
な
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

(
b
)
 
（

略
）
 

（
つ
づ
く
）
 

 

38/45



 

36
 

（
削
る
。
）
 

（
削

る
。
）
 

（
削
る
。
）
 

（
略
）
 

（
略
）
 

 表
３
 

火
山
影
響
評
価
の
根
拠
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
目
的
と
し

た
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
関
す
る
実
施
事
項
に
つ
い
て

 
番
号
 

実
施
事
項
 

⑥
 

火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
監

視
対

象
の

火
山

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
モ

ニ
タ

リ

ン
グ

結
果

の
定

期
的

な
評

価
を

行
う

方
針

が
定

め
ら

れ
て

い

る
こ
と
。
 

（
１
）
監
視
対
象
火
山
 

・
第
四
紀
に
設
計
対
応
不

可
能
な
火
山
事
象
が
原
子
力
発
電

所
の

敷
地

に
到

達
し

た
可

能
性

が
否

定
で

き
な

い
火

山

が
抽
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

（
２
）
監
視
項
目
及
び
そ
の
方
法
 

・
地
震
活
動
、
地
殻
変
動

及
び
火
山
ガ
ス
状
況
等
を
適
切
な

方
法
に
よ
り
監
視
す
る
こ
と
。
 

・
事
業
者
が
自
ら
火
山
活
動
の
監
視
を
実
施
す
る
こ
と
。
な

お
、
公
的
機
関
に
よ
る

火
山
活
動
の
観
測
結
果
は
、
本
評

価
ガ
イ
ド
に
お
け
る
監
視
と
は
目
的
が
異
な
る
も
の
の
、

参
考

と
な

る
場

合
に

活
用

す
る

こ
と

を
妨

げ
る

も
の

で

は
な
い
。
 

（
３
）
定
期
的
評
価
 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
定
期
的
に
評
価
し
、
当
該
火
山
の

活
動
状
況
を
把
握
し
、
状
況
に
有
意
な
変
化
が
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
。
（

必
要
に
応
じ
て
、
地
球
物
理
学
及

（
つ
づ
き
）
 

番
号
 

確
認
事
項
 

 

（
略
）
 

（
略
）
 

 （
新
設
）
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び
地
球
化
学
的
調
査
を
実
施
す
る
。
）
 

・
そ
の
際
、
火
山
活
動
状

況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
評
価

は
、
第
三
者
の
助
言
を
得
る
方
針
で
あ
る
こ
と
。
 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り

観
測
デ
ー
タ
の
有
意
な
変
化
を
把

握
し
た
場
合
に
お
け
る
、
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象

に
対
す
る
適
切
な
対
処
方
針
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

 
観
測
デ
ー
タ
に
有
意
な
変
化
を
把
握
し
た
場
合
の
対
処

 
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
観
測
デ
ー
タ
の
有
意
な
変
化

を
把
握
し
た
場
合
の
対
処
方
針
等
を
定
め
る
こ
と
。
 

（
１
）
対
処
を
講
じ
る
た
め
に
把
握
す
べ
き

観
測
デ
ー
タ
の
有

意
な
変
化

と
、
そ
れ
を
把
握
し
た
場
合
に
対
処
を
講
じ
る

た
め
の
判
断
基
準
 

（
２
）
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
観
測

デ
ー

タ
の

有
意

な
変

化
に

基
づ

き
対

処
を

実
施

す
る

方

針
 

（
３
）
観
測
デ
ー
タ

の
有
意
な
変
化
を
把
握
し
た
場
合
の
対
処

と
し
て
、
原
子
炉
の
停

止
、
適
切
な
核
燃
料
の
搬
出
等
が

実
施
さ
れ
る
方
針
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参
考
２

＜
原
子
力
発
電
所
の
火
山
影
響
評
価
ガ
イ
ド
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
図
１
抜
粋
＞

○
改
正
後

図
１
本
評
価
ガ
イ
ド
の
基
本
フ
ロ
ー
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原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山
事
象
の
抽
出
及
び
そ
の
影
響
評
価

N
o

Y
e
s

火
山
事
象
に
対
応
可
能

影 響 評 価

設
計
再
検
討

⑥
火
山
事
象
に
対

す
る
設
計
対
応
及

び
運
転
対
応
が

妥
当
か
？

調
査
方
法

・
文
献
調
査

・
地
形
、
地
質
調
査

・
火
山
学
的
調
査

火
山
事
象

・
降
下
火
砕
物

（
１
）
地
理
的
領
域
外
の
火
山
に
よ
る

降
下
火
砕
物
の
影
響
評
価

火
山
事
象
（
設
計
対
応
が
可
能
な
の
も
の
）

・
降
下
火
砕
物

・
火
山
性
土
石
流

・
噴
石

・
火
山
性
ガ
ス

・
そ
の
他
の
事
象
（
津
波
、
静
振
）
等

調
査
方
法

・
文
献
調
査

・
地
形
、
地
質
調
査

・
火
山
学
的
調
査

・
地
球
物
理
学
的
及
び

地
球
化
学
的
調
査

（
２
）
地
理
的
領
域
内
の
火
山
に
よ
る

火
山
事
象
の
影
響
評
価

抽
出
さ
れ
た
火
山
の
火
山
活
動
に
関
す
る
個
別
評
価

立 地 評 価
N
o

N
o

Y
e
s

N
o

Y
e
s

Y
e
s

立
地
不
適

下
記
影
響
評
価
の
（
１
）
を
実
施

Y
e
s

N
o

調
査
方
法

・
文
献
調
査
、
地
形
、
地
質
調
査
、
火
山
学
的
調
査

下
記
影
響
評
価
の
（
１
）
及
び
（
２
）
を
実
施

将
来
の
活
動
可

能
性
が
否
定
で

き
な
い
火
山

設
計
対
応
が
不
可
能
な
火
山
事
象

・
火
砕
物
密
度
流

・
溶
岩
流

・
岩
屑
な
だ
れ
、
地
滑
り
及
び
斜
面
崩
壊

・
新
し
い
火
口
の
開
口

・
地
殻
変
動

①
地
理
的
領
域
（
半

径
16
0K
mの
範
囲
）
に

第
四
紀
（
約
25
8万
年

前
迄
）
火
山

が
あ
る
か
？

②
完
新
世
（
約
1万

前
迄
）
に
活
動
が

あ
っ
た
か
？

③
将
来
の
活
動
可
能
性

は
あ
る
か
？

④
設
計
対
応
不
可
能
な
火
山
事
象
が
、

原
子
力
発
電
所
運
用
期
間
中
に

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

十
分
小
さ
い
か
？

調
査
方
法

文
献
調
査
、
地
形
、
地
質
調
査
、
火
山
学
的
調
査

地
球
物
理
学
的
及
び
地
球
化
学
的
調
査

原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
火
山
の
抽
出

⑤
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び

火
山
活
動
の
兆
候
を
把
握
し
た

場
合
の
対
処
方
針
を
策
定
＊

＊
既
往
最
大
の
噴
火
を
考
慮
し

て
も
、
原
子
力
発
電
所
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
判
断
で

き
る
火
山
に
つ
い
て
は
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
対
象
外
と
す
る
。

○
改
正
前

図
１
原
子
力
発
電
所
に
影
響
を
及
ぼ
す
火
山
影
響
評
価
の
基
本
フ
ロ
ー
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